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竹村 　太地郎、川又　美弥子、村上　努
国立感染症研究所エイズ研究センター

北村　紳悟 1、中島　雅晶 1,2、大出　裕高 1,3、前島　雅美 1,3、伊部　史朗 1、横幕　能行 1、
渡邉　信久 2,4、鈴木　淳巨 2、杉浦　亙 1,5、岩谷　靖雅 1,5

国立病院機構　名古屋医療センター　臨床研究センター 1、名古屋大学大学院　工学研究科　
化学・生物工学専攻 2、財団法人　エイズ予防財団 3、名古屋大学　シンクロトロン光研究セ
ンター 4、名古屋大学大学院　医学研究科　分子総合医学専攻 5
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宮川　敬 1,2、澤崎　達也 3、松永　智子 1、山本　直樹 4、梁　明秀 1

横浜市立大学医学部微生物学 1、財団法人エイズ予防財団 2、愛媛大学無細胞生命科学工学研
究センター 3、シンガポール大学医学部微生物学 4

森田　大輔 1、五十嵐　樹彦 2、堀池　麻里子 2、森　直樹 3、杉田　昌彦 1

京都大学ウイルス研究所細胞制御研究分野 1、京都大学ウイルス研究所霊長類モデル研究領域
2、京都大学農学研究科 3
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新谷　英滋 1、清水　真澄 1、大脇　敦子 1、渡邊　恵理 1、松村　次郎 1、高久　千鶴乃 1、
高橋　秀実 1、Samantha　PAOLETTI2、Gennaro　DE LIBERO2

日本医科大学微生物学・免疫学教室 1、Experimental Immunology, University Hospital, 
Basel, Switzerland2

佐藤　佳 1、三沢　尚子 2、佐藤　賢文 3、松岡　雅雄 3、伊藤　守 4、小柳　義夫 1,2

京都大学ウイルス研究所附属新興ウイルス研究センター 1、京都大学ウイルス研究所ウイルス
病態研究領域 2、京都大学ウイルス研究所ウイルス制御研究領域 3、実験動物中央研究所 4
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野村　滋 1、菊地　正 1、細谷　紀彰 3、古賀　道子 1、中村　仁美 1、鯉渕　智彦 2、藤井　毅 2、
立川　愛 1、岩本　愛吉 1,2、三浦　聡之 1

東京大学医科学研究所先端医療研究センター感染症分野 1、東京大学医科学研究所附属病院
感染免疫内科 2、東京大学医科学研究所感染症国際研究センター 3

桑田　岳夫、松下　修三
熊本大学エイズ学研究センター
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大附　寛幸 1、三浦　智行 1、小林　剛 1、吉村　和久 2、玉村　啓和 3、松下　修三 2、
五十嵐　樹彦 1

京都大学ウイルス研究所 霊長類モデル研究領域 1、熊本大学 エイズ学研究センター 2、東京
医科歯科大学　生体材料工学研究所 3

齊藤　暁 1、河野　健 2、中山　英美 2、足立　昭夫 3、野間口　雅子 3、保富　康宏 4、
俣野　哲朗 5、塩田　達雄 2、明里　宏文 1,4

京都大学霊長類研究所 1、大阪大学微生物病研究所 2、徳島大学大学院ヘルスバイオサイエン
ス研究部 3、( 独 ) 医薬基盤研究所霊長類医科学研究センター 4、国立感染症研究所エイズ研究
センター 5
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森　　一泰 1、佐藤　洋隆 2、Ahmed　Nursarat1、宇田　晶彦 3、永井　美之 4

国立感染症研究所　エイズ研究センター 1、北海道大学 遺伝子病制御研究所 2、国立感染症
研究所　獣医科学部 3、理化学研究所　感染症研究ネットワーク支援センター 4

佐野　貴子 1、近藤　真規子 1、須藤　弘二 2、根岸　昌功 3、山中　晃 4、井戸田　一朗 5、
今井　光信 6、加藤　真吾 2

神奈川県衛生研究所　微生物部1、慶應義塾大学　微生物学・免疫学教室2、ねぎし内科診療所3、
新宿東口クリニック 4、しらかば診療所 5、田園調布学園大学 6
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前田　富士子 1、阿尾　浩子 1、井野上　章 1、廣田　智美 1、藤田　孝子 1、葆積　照江 1、
政岡　史昇 1、安福　和彦 1、吉永　治代 1,2、本多　智恵 2、皆川　英孝 2、川畑　拓也 3、桜
井　健司 4、石神　亙 4

ＪＨＣクリニック 1、富士レビオ株式会社 2、大阪府公衆衛生研究所 3、特定非営利活動法人
HIV と人権・情報センター（ＪＨＣ）4

伊部　史朗 1、近藤　真規子 2、今村　淳治 1,3、岩谷　靖雅 1,4、横幕　能行 1,3、杉浦　亙 1,3,4

名古屋医療センター臨床研究センター 1、神奈川県衛生研究所微生物部 2、名古屋医療センタ
ーエイズ治療開発センター 3、名古屋大学医学部大学院医学系研究科 4
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松岡　優 1、丸山　裕美 1、奥村　志乃 1、新井　幸枝 1、斉藤　妙子 1、森吉　美穂 2、
池淵　研二 2、筋野　恵介 3、樽本　憲人 3、山口　敏行 3

埼玉医科大学病院中央検査部 1、埼玉医科大学病院臨床検査医学講座 2、埼玉医科大学病院感
染症科・感染制御科 3

今村　志穂子 1,2、田中　礼子 1、田中　勇悦 1

琉球大学大学院医学研究科免疫学講座 1、株式会社トロピカルテクノセンター 2
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櫻木　淳一 1、大出　裕高 2,3、櫻木　小百合 1、塩田　達雄 1、佐藤　裕徳 2

大阪大学微生物病研究所ウイルス感染制御分野 1、国立感染症研究所病原体ゲノム解析研究
センター 2、国立病院機構名古屋医療センター 3

岩谷　靖雅 1,2、北村　紳悟 3、前島　雅美 1,4、伊部　史朗 1、横幕　能行 1、杉浦　亙 1,2

（独）国立病院機構名古屋医療センター臨床研究センター 1、名古屋大学大学院医学研究科 2、
名古屋大学大学院工学研究科 3、財団法人エイズ予防財団 4
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朝光　かおり、酒井　幸、森　祐多朗、岡本　尚
名古屋市立大学大学院医学研究科細胞分子生物学

藤田　美歌子 1、安楽　健作 2、大塚　雅巳 3

熊本大学薬学部附属創薬研究センター 1、熊本保健科学大学保健科学部医学検査学科 2、熊本
大学大学院生命科学研究部生体機能分子合成学分野 3
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高橋　尚史 1,2、齊藤　暁 3、野間口　雅子 4、松岡　佐織 2、足立　昭夫 4、明里　宏文 3、俣
野　哲朗 1,2

東京大学医科学研究所 1、国立感染症研究所エイズ研究センター 2、京都大学霊長類研究所人
類進化モデル研究センター 3、徳島大学大学院微生物病原学 4

中村　碧 1,2、高原　悠佑 1,2、阪脇　廣美 3、堀池　麻里子 3、三浦　智行 3、五十嵐　樹彦 3、
成瀬　妙子 4、木村　彰方 4、俣野　哲朗 1,2、松岡　佐織 2

東京大学医科学研究所 1、国立感染症研究所エイズ研究センター 2、京都大学ウイルス研究所 3、
東京医科歯科大学難治疾患研究所 4
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高久　千鶴乃、清水　真澄、大脇　敦子、渡邊　恵理、松村　次郎、近江　恭子、渡理　英二、
新谷　英滋、高橋　秀実
日本医科大学微生物学免疫学教室

田中　勇悦 1、児玉　晃 1、西澤　雅子 3、杉浦　亙 2、田中　礼子 1

琉球大学大学院医学研究科免疫学講座 1、名古屋医療センターエイズ治療開発センター 2、感
染研エイズ研究センター 3
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Mari　Takizawa1、Kosuke　Miyauchi1、Emiko　Urano1、Toshio 　Murakami2、Jun　
Komano1

AIDS Research Center, National Institute of Infectious Diseases1、The Chemo-Sero-
Therapeutic Research institute2

鈴木　康弘 1、Roy　Chandra Nath1、今村　淳治 2

東北大学　大学院医学系研究科　感染病態学 1、国立病院機構　名古屋医療センター 2
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岸本　直樹 1、鬼塚　彩乃 2、高宗　暢暁 3、杉本　幸彦 3、庄司　省三 3,4、三隅　将吾 3

熊本大学大学院　薬学教育部　薬学生化学分野 1、熊本大学　薬学部　薬学生化学分野 2、熊
本大学大学院　生命科学研究部　薬学生化学分野 3、熊本保健科学大学 4

戸田　哲平 1、桑原　一彦 1、近藤　直幸 2、前田　洋助 3、松田　善衛 2、阪口　薫雄 1

熊本大学大学院生命科学研究部免疫学分野 1、東京大学医科学研究所アジア感染症研究拠点 2、
熊本大学大学院生命科学研究部感染防御学分野 3
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堂地　赳生 1、高宗　暢暁 2、杉本　幸彦 2、庄司　省三 3、三隅　将吾 2

熊本大学大学院薬学教育部創薬生命薬科学専攻薬学生化学分野 1、熊本大学大学院生命科学
研究部薬学生化学分野 2、熊本保健科学大学 3

林　宏典、青木　宏美、鍬田　伸好、満屋　裕明
熊本大学大学院生命科学研究部血液内科学・感染免疫診療部
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鍬田　伸好 1、青木　宏美 1、服部 　真一郎 2、林　宏典 1、青木　学 1,3、中村　太平 1、岡
田　誠治 3、満屋　裕明 1,4

熊本大学大学院生命科学研究部　血液内科学・感染免疫診療部 1、熊本大学エイズ学センタ
ー予防開発分野 2、熊本保健科学大学・保健科学部 3、Experimental Retrovirology Section, 
NCI, NIH, DHHS, Bethesda, MD 20892, USA4

中村　朋文、満屋　裕明
熊本大学生命科学研究部血液内科・膠原病内科・感染免疫診療部
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松村　次郎 1、大脇　敦子 1、清水　真澄 1、秋山　純一 3、新谷　英滋 1、岡　慎一 2、高橋
　秀実 1

日本医科大学大学院微生物免疫学教室 1、国立国際医療研究センター治療研究開発センター 2、
国立国際医療研究センター消化器科 3

高橋 　めぐみ、松村　次郎、稲垣　慎一郎、高橋　秀実
日本医科大学医学部微生物学免疫学
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中川　洋子、清水　真澄、野呂瀬　嘉彦、若林　あや子、高橋　めぐみ、高橋　秀実
日本医科大学微生物学免疫学教室

赤星　智寛 1、近田　貴敬 1、田村　美子 1、潟永　博之 2、岡　慎一 2、滝口　雅文 1

熊本大学エイズ学研究センター　滝口プロジェクト研究室 1、国立国際医療研究センター　エ
イズ治療・研究開発センター 2
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櫻田　紳策 1、田中　崇裕 1、Pitabut　Nada2、Khusmith　Srisin2、赤川　清子 3、岡田　全司 4、
慶長　直人 1

国立国際医療研究センター呼吸器疾患研究部 1、マヒドン大学熱帯医学部微生物免疫学 2、北
里大学北里生命科学研究所 3、近畿中央胸部疾患研究センター臨床研究センター 4

中根　拓 1,2、山本　浩之 1,2、俣野　哲朗 1,2

東京大学医科学研究所 1、国立感染症研究所エイズ研究センター 2
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丸田　泰広、桑田　岳夫、Ramirez　Kristel、松下　修三
熊本大学エイズ学研究センター

高久　俊、中川　洋子、大脇　敦子、清水　真澄、新谷　英滋、高橋　めぐみ、高橋　秀実
日本医科大学微生物学免疫学教室
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Ramirez　Kristel1、丸田　泰広 1、桑田　岳夫 1、吉村　和久 1、玉村　啓和 2、松下　修三 1

熊本大学エイズ学研究センター 1、東京医科歯科大学、創薬化学生体材料工学研究所 2

CHANG　MYINT OO1,2、SUZUKI　TOMOYUKI2、SUZUKI　HITOSHI2、TAKAKU　HIROSHI1,2

High Technology Research Centre, Chiba Institute of Technology1、Department of Life and 
Environmental Sciences, Chiba Institute of Technology2
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張　険峰 1、五十嵐　樹彦 2、松尾　和浩 3、堀端　重男 3、横溝　香里 3、三浦　智行 2、大
橋　貴 1、山本　直樹 4、志田　壽利 1

北海道大学遺伝子病制御研究所 1、京都大学ウイルス研究所 2、日本 BCG 研究所 3、National 
University of Singapore4

後藤　裕一 1、Chang　Myint Oo2、高久　洋 2、森　祐美子 1、飯森　香月 2

千葉工業大学大学院工学研究科生命環境科学専攻 1、千葉工業大学生命環境科学科 2
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Kumagai　Yoshihiro、Takahashi　Hidemi
Department of Microbiology and Immunology, Nippon Medical School

橋本　知恵 1,2、鳴海　哲夫 1、野村　渉 1、村上　努 3、山本　直樹 4、玉村　啓和 1,2

東京医科歯科大学・生体材料工学研究所 1、東京医科歯科大学大学院・疾患生命科学研究部 2、
国立感染症研究所・エイズ研究センター 3、シンガポール国立大学 4
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栗原　京子 1,2、高原　悠佑 1,2、原　裕人 3、井上　誠 3、飯田　章博 3、朱　亜峰 3、長谷川　護 3、
俣野　哲朗 1,2

東京大学医科学研究所 1、国立感染症研究所エイズ研究センター 2、ディナベック社 3

八城　勢造 1、三隅　将吾 2、高橋　義博 3、大坪　靖治 1,3、増山　光明 3、杉本　幸彦 2、高
宗　暢暁 2、庄司　省三 2,4

熊大院医学薬学教育部・薬学生化学分野 1、熊大院生命科学研究部・薬学生化学分野 2、株式
会社　新日本科学 3、熊本保健科学大学 4
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Ahmed　Nursarat1、齋藤　陽平 1、渡辺　哲 2、山本　直樹 3、永井　美之 4、森　一泰 1

国立感染症研究所　エイズ研究センター 1、DUKE-NUS GMS, Singapore2、University of 
Singapore3、理化学研究所　感染症研究ネットワーク支援センター 4

山口　泰 1、仁木　孝行 1、伊藤　俊広 2、山本　善彦 2、佐藤　功 3

国立病院機構仙台医療センター歯科・歯科口腔外科 1、国立病院機構仙台医療センター内科 2、
真壁病院内科 3
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宇佐美　雄司 1、菱田　純代 1、横幕　能行 2

国立病院機構名古屋医療センター歯科口腔外科 1、国立病院機構名古屋医療センター感染症
科 2

村山　正晃 1、池野　良 1、児玉　泰光 1、田邊　嘉也 2、川口　玲 3,4、山崎　さやか 3、加藤
　真吾 3、高木　律男 1

新潟大学大学院医歯学総合研究科顎顔面口腔外科学分野 1、新潟大学医歯学総合病院第二内科
2、慶應義塾大学医学部微生物・免疫学教室 3、新潟大学医歯学総合病院感染管理部 4
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筑丸　寛 1、上田　敦久 2、光藤　健司 1、小森　康雄 3、泉福　英信 4、金子　明寛 5、池田
　正一 6、松井　周一 7、友田　安政 8、竹林　早苗 9、松山　奈央 9、白井　輝 10、石ヶ坪　
良明 2、藤内　祝 1

横浜市立大学　大学院医学研究科　顎顔面口腔機能制御学 1、横浜市立大学附属病院　リウ
マチ・血液・感染症内科 2、東京医科大学　医学部　口腔外科学講座 3、国立感染症研究所　
細菌第一部 4、東海大学　医学部　外科学系　口腔外科 5、神奈川歯科大学附属横浜研修セン
ター　総合歯科学講座 6、横浜市立大学附属病院　薬剤部 7、横浜市立大学附属病院　福祉・
継続看護相談室 8、横浜市立大学附属病院　看護部 9、聖ヨゼフ病院 10

中田　たか志 1,2、澤　悦夫 2、鈴木　治仁 2、花岡　新八 2

中田歯科クリニック 1、東京HIV デンタルネットワーク 2

355 179



一
般
演
題（
口
演
）30日

贄川　勝吉
にえかわ歯科医院

井戸田　一朗
しらかば診療所
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岡　芙久子 1、斎田　瑞恵 1、内藤　俊夫 1、磯沼　弘 1、新保　卓郎 2

順天堂大学医学部総合診療科 1、国立国際医療研究センター　2

石井　祥子 1、島田　恵 2、池田　和子 2、岡　慎一 2、西岡　みどり 1

国立看護大学校研究課程部 1、独立行政法人国立国際医療研究センター病院エイズ治療・研究
開発センター 2
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石井　祥子 1、島田　恵 2、池田　和子 2、岡　慎一 2、西岡　みどり 1

国立看護大学校研究課程部 1、独立行政法人国立国際医療研究センター病院エイズ治療・研
究開発センター 2

高濱　宗一郎、喜安　純一、南　留美、山本　政弘
独立行政法人 国立病院機構 九州医療センター　免疫感染症内科
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村松　崇 1、柳澤　如樹 2、安藤　稔 3、近澤　悠志 1、清田　育男 1、四本　美保子 1、大瀧
　学 1、尾形　享一 1、萩原　剛 1、鈴木　隆史 1、菅沼　明彦 2、今村　顕史 2、天野　景裕 1、
山元　泰之 1、味澤　篤 2、福武　勝幸 1

東京医科大学病院臨床検査医学科 1、がん・感染症センター都立駒込病院 感染症科 2、がん・
感染症センター都立駒込病院 腎臓内科 3

健山　正男 1、井濱　容子 2、深沢　真希 2、錦戸　雅春 3、宮城　京子 4、仲村　秀太 1、
田里　大介 1、原永　修作 1、比嘉　太 1、藤田　次郎 1、宮崎　哲次 2、大城　市子 5、
前田　さおり 4、石郷岡　美保 6

琉球大学大学院　感染症・呼吸器・消化器内科学 1、同　法医学講座 2、長崎大学病院・血液
浄化部 3、琉球大学医学部附属病院・看護部 4、同・精神科 5、同・地域医療部 6
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細田　智弘、柳澤　如樹、菅沼　明彦、今村　顕史、味澤　篤
がん・感染症センター都立駒込病院

徳永　博俊、和田　秀穂、福田　寛文、杉原　尚
川崎医科大学 血液内科学
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遠藤　貴子 1、八鍬　類子 2、池田　和子 2、島田　恵 3、潟永　博之 2、菊池　嘉 2、岡　慎一 2、
西垣　昌和 4、数間　恵子 5

東京医科歯科大学大学院保健衛生学研究科 1、国立国際医療研究センター病院エイズ治療・
研究開発センター 2、首都大学東京大学院人間健康科学研究科 3、東京大学大学院医学系研究
科 4、前東京大学大学院医学系研究科 5

　

　
　

諸岡　都 1、窪田　和雄 1、南本　亮吾 1、岡崎　百子 1、伊藤　公輝 1、岡　慎一 2、菊池　嘉 2、
田沼　順子 2、照屋　勝治 2、本田　美和子 2

独立行政法人国立国際医療研究センター病院　放射線科核医学 1、独立行政法人 2
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古賀　一郎、吉野　友祐、松永　直久、北沢　貴利、太田　康男
帝京大学医学部内科学講座

青木　孝弘、橋本　亜希、濱田　洋平、田村　久美、水島　大輔、小林　泰一郎、西島　健、
山内　悠子、木内　英、渡辺　恒二、本田　元人、矢崎　博久、田沼　順子、塚田　訓久、
本田　美和子、照屋　勝治、潟永　博之、菊池　嘉、岡 　慎一
独立行政法人国立国際医療研究センター病院　エイズ治療・研究開発センター
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遠藤　知之 1,2、藤本　勝也 1,2、後藤　秀樹 1,2,3、白鳥　聡一 2,3、杉田　純一 2、重松　明男 2、
西尾　充史 1,2、近藤　健 2、田中　淳司 2、橋野　聡 2、今村　雅寛 2、佐藤　典宏 2,4

北海道大学病院　第二内科 1、北海道大学病院　造血細胞治療センター 2、エイズ予防財団 3、
北海道大学病院　高度先進医療支援センター 4

渡辺　恒二 1,2、山内　悠子 1、小林　泰一郎 1、田村　久美 1、濱田　洋平 1、橋本　亜希 1、
水島　大輔 1、西島　健 1、青木　孝弘 1、本田　元人 1、木内　英 1、田沼　順子 1、矢崎　博
久 1、塚田　訓久 1、本田　美和子 1、潟永　博之 1、照屋　勝治 1、菊池　嘉 1、岡　慎一 1

国立国際医療研究センターエイズ治療研究開発センター 1、熊本大学大学院医学教育部博士課
程 2
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井上　洋士 1、村上　未知子 2、有馬　美奈 3、大野　稔子 4、岡野　江美 5、豊島　裕子 6、
岡本　学 7、安尾　利彦 7、白阪　琢磨 7

放送大学 1、HIV/AIDS 看護学会 2、がん・感染症センター都立駒込病院 3、北海道大学病院 4、
東京女子医科大学病院 5、大阪市立総合医療センター 6、国立病院機構大阪医療センター 7

大田　加与 1、藤本　卓司 2、松浦　基夫 3、大成　功一 1

市立堺病院呼吸器内科 1、市立堺病院総合内科 2、市立堺病院腎代謝免疫内科 3
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大隈　和 1、深川　耕次 1,4、高馬　卓也 1,4、渡辺　哲 2、田中　勇悦 3、山本　直樹 2、浜口
　功 1

国立感染症研究所血液・安全性研究部 1、国立感染症研究所エイズ研究センター 2、琉球大学
大学院医学研究科免疫学講座 3、シスメックス株式会社 4

服部　真一朗、刈谷　龍昇、Pattaravadee　Srikoon、松田　幸樹、岡田　誠治
熊本大学エイズ学研究センター
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渋沢　謙太郎 1,2、寺原　和孝 1、石毛　真行 1、光木　裕也 1,2、横田（恒次）　恭子 1

国立感染症研究所免疫部 1、公益財団法人エイズ予防財団 2

青木　宏美 1、鍬田　伸好 1、服部　真一郎 2、林　宏典 1、青木　学 3、岡田　誠治 2、
満屋　裕明 1,4

熊本大学大学院生命科学研究部　血液内科学・感染免疫診療部 1、熊本大学エイズ学センター
予防開発分野 2、熊本保健科学大学保健科学部医学検査学科 3、米国国立癌研究所・レトロウ
イルス感染症部 4
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宮崎　かや、張　険峰、大橋　貴、志田　壽利
北海道大学　遺伝子制御研究所

中 山　 英 美 1、Likanonsakul　Sirirat2、Rattanatham　Tippawan 2、Feangvad　Siriluk2、
Uttayamakul　Sumonmal 2、 Prasithsirikul　Wisit2、Tarkowski　Maciej 3、 Riva　Agostino3、
塩田　達雄 1

大阪大学微生物病研究所　ウイルス感染制御分野 1、Bamrasnaradura Infectious Diseases 
Institute, Department of Disease Control, Ministry of Public Health, Nonthaburi, Thailand2、
Luigi Sacco Hospital, University of Milan, Milan, Italy3
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Chutiwitoonchai　Nopporn、Suzu　Shinya
Center for AIDS Research, Kumamoto University

西辻　裕紀、高久　洋
千葉工業大学工学部生命環境科学科
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久保　嘉直 1,2、神山　陽香 1,2、鹿子木　桂 1,2、田中　勇悦 3、林　日出喜 2、松山　俊文 2、
佐藤　裕徳 4、山本　直樹 5

長崎大学熱帯医学研究所エイズ感染防御分野 1、長崎大学大学院医歯薬学総合研究科感染防
御因子解析学教室 2、琉球大学大学院医学研究科免疫学講座 3、国立感染症研究所病原体ゲノ
ム解析研究センター 4、国立シンガポール大学医学部微生物学教室 5

呉　鴻規 1,2、竹村　太地郎 1、川又　美弥子 1、千葉　丈 2、村上 　努 1

国立感染症研究所　エイズ研究センター 1、東京理科大学　基礎工学部　生物工学科 2
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松田　有加 1、山岸　誠 1、小林　美栄 1、原　拓馬 1、石田　尚臣 2、渡邉　俊樹 1

東京大学大学院新領域創成科学研究科メディカルゲノム専攻 1、東京大学医科学研究所アジ
ア感染症研究拠点 2

井戸　栄治 1,2、Ndembi　Nicaise3,4、岩元　静香 5、Ngansop　Charlotte3、
Lemey　Philippe6、Abimiku　Alashle 4、Mbanya　Dora3、Kaptue　Lazare3

東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科 1、Noguchi Memorial Institute for Medical 
Research, University of Ghana2、University of Yaounde-I3、Institute of Human Virology-
Nigeria4、大阪大学微生物研究所 5、Rega Institute, Katholic University Leuven6
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武部　豊
国立感染症研究所　エイズ研究センター

近藤　真規子 1、佐野　貴子 1、井戸田　一朗 2、山中　晃 3、岩室　紳也 4、相楽　裕子 5、立
川　夏夫 5、今井　光信 6、加藤　真吾 7

神奈川県衛生研究所微生物部 1、しらかば診療所 2、新宿東口クリニック 3、厚木市立病院 4、
横浜市立市民病院 5、田園調布学園大学 6、慶應義塾大学医学部 7
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服部　純子 1,2、椎野　禎一郎 3、潟永　博之 4、林田　庸総 4、吉田　繁 5、千葉　仁志 5、小
池　隆夫 5、佐々木　悟 6、伊藤　俊広 6、内田　和江 7、原　孝 8、佐藤　武幸 9、上田　敦
久 10、石ヶ坪　良明 10、近藤　真規子 11、長島　真美 12、貞升　健志 12、古賀　一郎 13、太
田　康男 13、山元　泰之 14、福武　勝幸 14、加藤真吾 15、藤井　毅 16、岩本愛吉 16、西澤雅
子 3、岡　慎一 4、伊部史朗 1、横幕能行 1、上田幹夫 17、大家正義 18、田邊嘉也 18、渡辺香
奈子 19、渡邉　大 20、白阪琢磨 20、小島洋子 21、森　治代 21、中桐逸博 22、藤井輝久 23、高
田 昇 23、木村昭郎 23、南 留美 24、山本政弘 24、松下修三 25、藤田次郎 26、健山正男 26、杉
浦　亙 1,3

( 独 ) 名古屋医療センター 1、エイズ予防財団 2、国立感染症研究所 3、国立国際医療研究セン
ター 4、北海道大学 5、( 独 ) 仙台医療センター 6、埼玉県衛生研究所 7、茨城県衛生研究所 8、
千葉大学 9、横浜市立大学 10、神奈川県衛生研究所 11、東京都健康安全研究センター 12、帝
京大学 13、東京医科大学 14、慶應義塾大学 15、東京大学医科学研究所 16、石川県立中央病院
17、新潟大学 18、新潟県保健環境科学研究所 19、( 独 ) 大阪医療センター 20、大阪府立公衆衛
生研究所 21、川崎医科大学 22、広島大学病院 23、( 独 ) 九州医療センター 24、熊本大学 25、琉
球大学 26

椎野　禎一郎 1,2、服部　純子 3、潟永博之 4、吉田繁 5、伊藤俊広 6、上田敦久 7、近藤真規子 8、
貞升健志 9、藤井　毅 10、横幕能行 3、上田幹夫 11、田邊嘉也 12、渡邉　大 13、森　治代 14、
藤井輝久 15、南留美 16、健山正男 17、杉浦　亙 2,3、日本薬剤耐性HIV　調査研究グループ
国立感染症研究所 感染症情報センター 1、国立感染症研究所 エイズ研究センター 2、国立病
院機構名古屋医療センター 臨床研究センター 3、国立国際医療研究センター 4、北海道大学 5、
独 仙台医療センター 6、横浜市立大学 7、神奈川県衛生研究所 8、東京都健康安全研究セン
ター 9、東京大学医科学研究所 10、石川県立中央病院 11、新潟大学 12、 独 大阪医療センタ
ー 13、大阪府立公衆衛生研究所 14、広島大学病院 15、 独 九州医療センター 16、琉球大学 17

【目的】昨年の大会で、我々は国内感染者の大規模塩基配列解析を行い、国内の
集団に の微小系統群を見出したことを報告した。微小系統群は、 年代の初頭と
年に入ってからの２波にわたって形成されており、古いほうの系統群では異性間交渉とと
もに薬物利用者の関与が示唆された。一方、我が国の 感染者の 近くを占める

では、全国的な解析は行われていない。そこで、今回は大都市圏の 感染
者のうち に属するウイルスに感染したケースについて、コアレッセンス解析を
用いた詳細な系統樹推定を行った。【方法】エイズ対策研究事業「国内で流行する 遺
伝子型および薬剤耐性株の動向把握と治療方法の確立に関する研究」班のサーベイランス
で得られた新規治療患者に感染した の 領域の塩基配列を解析に用いた。あらか
じめ決定されているサブタイプ情報を元に に属する配列のみを抽出し、近隣接
合法による系統樹と 法による時間系統樹の双方を推
定した。２つの系統樹で共に高い信頼度で単系統となり、かつそのメンバーのすべてが国
内感染者のものであるクラスターを「微小系統群」として同定し、その祖先ウイルスの発
生時間（ ）を推定した。【結果】 の国内集団の中には、少なくとも 種
類の微小系統群が見出された。 と異なり、それらの祖先は 年代後半以降
にその祖先ウイルスが発生していた。各微小集団のウイルスサイズの分布はべき乗則にし
たがっており、感染者ネットワークがスケールフリー性を持っていることを示唆している。
しかし、回帰直線の分散は大きく、地域によりスケール指数が異なる可能性がある。この
ほか、各微小系統群の地理的分化や、危険因子との関連について考察したい。
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大出　裕高 1,2、本村　和嗣 2、横山　勝 2、潟永　博之 3、佐藤　裕徳 2

国立病院機構名古屋医療センター　臨床研究センター　感染・免疫研究部 1、国立感染症研
究所　病原体ゲノム解析研究センター　第 2室 2、国立国際医療センター　エイズ治療・研
究開発センター 3

四本　美保子 1、味澤　篤 2、萩原　将太郎 3、田沼　順子 4、上平　朝子 5、永井　宏和 6、藤
川　裕子 7、北野　喜良 8、有馬　靖佳 9、宇野　健司 10、岩井　俊樹 11、本郷　偉元 12、岡
田　誠治 13

東京医科大学臨床検査医学科 1、都立駒込病院感染症科 2、国立国際医療センター戸山病院血
液内科 3、国立国際医療センター戸山病院エイズクリニカルセンター 4、大阪医療センター免
疫感染症科 5、名古屋医療センター臨床研究センター 6、佐久総合病院内科 7、まつもと医療
センター松本病院内科 8、田附興風会医学研究所北野病院血液内科 9、奈良県立医科大学附属
病院感染症センター 10、京都第一赤十字病院血液内科 11、武蔵野赤十字病院感染症科 12、熊
本大学エイズ学研究センター 13
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大熊　裕介 1、柳澤　如樹 2、高木　雄亮 1、細見　幸生 1、菅沼　明彦 2、今村　顕史 2、井
口　万里 1、岡村　樹 1、味澤　篤 2、澁谷　昌彦 1

がん・感染症センター都立駒込病院呼吸器内科 1、がん・感染症センター都立駒込病院感染
症科 2

千葉　緑 1、茂木　伸夫 1、池上　由美子 1、味澤　篤 2、柳沢　如樹 2

がん・感染症センター都立駒込病院　歯科口腔外科 1、がん・感染症センター都立駒込病院　
感染症科 2

374 198



一
般
演
題（
口
演
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森　尚義 1、前田　光 2、上田　あすか 1、藤原　研太郎 3、谷口　晴記 4

三重県立総合医療センター薬剤部 1、三重県立総合医療センター呼吸器科 2、三重大学医学部
附属病院呼吸器内科 3、三重県立総合医療センター産婦人科 4

佐藤　祐、阪下　健太郎、藤田　明
東京都立多摩総合医療センター呼吸器内科
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田沼　順子 1、濱田　洋平 1、橋本　亜希 1、水島　大輔 1、青木　孝弘 1、西島　健 1、渡辺
　恒二 1、本田　元人 1、矢崎　博久 1、塚田　訓久 1、本田　美和子 1、潟永　博之 1、照屋
　勝治 1、菊池　嘉 1、萩原　將太郎 2、岡　慎一 1

国立国際医療研究センター　エイズ治療・研究開発センター 1、国立国際医療研究センター
　血液内科 2

小泉　祐介、廣田　和之、米本　仁史、坂東　裕基、大寺　博、矢嶋　敬史郎、富成　伸次郎、
渡邊　大、西田　恭治、上平　朝子、白阪　琢磨
国立病院機構大阪医療センター感染症内科５４０－００
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勝田　倫子、望月　吉郎、中原　保治、河村　哲治、佐々木　信、岡本　裕子、守本　明枝、
塚本　宏壮、水守　康之、真弓　哲一郎、田畑　寿子、渡部　悦子、横山　俊秀、三村　一行、
鏡　亮吾、大西　康貴
NHO　姫路医療センター

片野　晴隆 1、横幕　能行 2、菅野　隆行 1、福本　瞳 1、中山　智之 2、新ヶ江　章友 3、杉浦
　亙 2、市川　誠一 3、安岡　彰 4

国立感染症研究所　感染病理部 1、名古屋医療センター　臨床研究センター　感染・免疫研究
部 2、名古屋市立大学大学院　看護学研究科　感染予防学研究室 3、長崎大学病院 感染制御教
育センター 4

377 201



一
般
演
題（
口
演
）30日

加藤　博史、柳澤　如樹、細田　智弘、菅沼　明彦、今村　顕史、味澤　篤
がん感染症センター・都立駒込病院

今村　顕史、柳澤　如樹、菅沼　明彦、味澤　篤
がん・感染症センター 都立駒込病院感染症科
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演
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宮川　寿一 1、井上　明威 2、満屋　裕明 1

熊本大学医学部附属病院　血液内科・膠原病内科・感染免疫診療部 1、国立がん研究センタ
ー中央病院　血液腫瘍科 2

　 　

大石　裕樹 1、石川　奈緒子 1、南　留美 2、高濱　宗一郎 2、喜安　純一 2、石橋　誠 1、山本
　政弘 2

国立病院機構九州医療センター薬剤科 1、国立病院機構九州医療センター免疫感染症科 2
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橋本　英樹 1、柳　富子 1、葉山　惟信 2、三浦　英明 2、山田　春木 2

社会保険中央総合病院　血液内科 1、社会保険中央総合病院　消化器内科 2

古賀　道子 1,2、菊池　正 2、清水　少一 3、安達　英輔 3、佐藤　秀憲 3、大亀　路生 3、
宮崎　菜穂子 2、中村　仁美 1,2、鯉渕　智彦 3、岩本　愛吉 1,2,3、藤井　毅 3、三浦　聡之 2

東京大学医科学研究所　附属感染症国際センター 1、東京大学医科学研究所　先端医療研究セ
ンター　感染症分野 2、東京大学医科学研究所　附属病院感染免疫内科 3
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土 屋　 菜 歩 1,2、Ruchusawat　Krinangsak3、Pathipvanich　Panita4、 田 中　 靖 人 5、
Sawanpanyalert　Pathom3、有吉　紅也 1,2

長崎大学熱帯医学研究所臨床感染症学分野 ( 熱研内科）1、長崎大学グローバル COE プログ
ラム 2、タイ国立衛生研究所 3、ランパン病院デイケアセンター 4、名古屋市立大学大学院医
学研究科ウイルス学分野 5

渡邊　綱正 1,3、横幕　能行 2、今村　淳治 3、杉浦　亙 4、田中　靖人 1

名古屋市立大学大学院　病態医科学 1、独立行政法人国立病院機構名古屋医療センター　エイ
ズ治療開発センター 2、独立行政法人国立病院機構名古屋医療センター　感染症科 3、独立行
政法人国立病院機構名古屋医療センター　臨床研究センター 4
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高槻　光寿、曽山　明彦、原　貴信、村岡　いづみ、黒木　保、足立　智彦、大野　慎一郎、
金高　賢悟、江口　晋
長崎大学大学院移植・消化器外科

渡邊　大 1,2、吉野　宗宏 3、矢倉　裕輝 3、廣田　和之 2、米本　仁史 2、坂東　裕基 2、
矢嶋　敬史郎 2、小泉　祐介 2、大寺　博 2、富成　伸次郎 2、西田　恭治 2、桑原　健 4、
上平　朝子 2、白阪　琢磨 1,2

国立病院機構大阪医療センター臨床研究センターエイズ先端医療研究部 1、国立病院機構大阪
医療センター感染症内科 2、国立病院機構大阪医療センター薬剤科 3、国立病院機構南京都病
院薬剤科 4
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南　留美、高濱　宗一郎、喜安　純一、山本　政弘
国立病院機構　九州医療センター

日笠　真一 1、安田　恵 1、木村　健 1、澤田　暁宏 2、徳川　多津子 2、日笠　聡 2

兵庫医科大学病院薬剤部 1、兵庫医科大学 2
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濱田　洋平、橋本　亜希、田村　久美、小林　泰一郎、山内　悠子、水島　大輔、西島　健、
青木　孝弘、渡辺　恒二、木内　英、本田　元人、矢崎　博久、田沼　順子、塚田　訓久、
本田　美和子、照屋　勝治、潟永　博之、菊池　嘉、岡　慎一
国立国際医療研究センターエイズ治療研究開発センター

松浦　基夫 1、宇高　歩 2、大田　加与 3、藤本　卓司 4、大成　功一 3

市立堺病院腎代謝免疫内科 1、市立堺病院薬剤部 2、市立堺病院呼吸器内科 3、市立堺病院総
合内科 4
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古賀　一郎、吉野　友祐、松永　直久、北沢　貴利、太田　康男
帝京大学医学部内科学講座

吉村　幸浩、鈴木　琢光、保科　斉生、立川　夏夫
横浜市立市民病院感染症内科

385 209



一
般
演
題（
口
演
）30日

三木田　馨 1、前田　卓哉 1、藤倉　雄二 1、神崎　裕二 1、原　悠 1、叶　宗一郎 1、岸田　修二 2、
西條　政幸 3、中道　一生 3、川名　明彦 1

防衛医科大学校内科学２（感染症・呼吸器）1、がん・感染症センター都立駒込病院　脳神
経内科 2、国立感染症研究所ウイルス第一部 第三室 3

中村　春香 1、本郷　偉元 1、安藤　尚子 1、半田　淳比古 2、上田　研 3、長田　薫 3

武蔵野赤十字病院 感染症科 1、東京都立小児総合医療センター 2、武蔵野赤十字病院　総合診
療科 3
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塚本　美鈴 1,3、高見　陽子 1、栗原　慎太郎 1、照屋　勝治 2、岡　慎一 2、安岡　彰 1

長崎大学病院感染制御教育センター 1、国立国際医療研究センター戸山病院　エイズ治療・
研究開発センター 2、九州大学病院油症ダイオキシン研究診療センター 3

軽部　央子 1、竹田　裕介 1、橋本　英樹 1、柳　富子 1、日高　仁 2、山名　哲郎 2、
飯原　久仁子 3

社会保険中央総合病院　内科 1、社会保険中央総合病院　肛門科 2、社会保険中央総合病院　
病理 3
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根岸　昌功、河村　祐貴子
ねぎし内科診療所

吉用　緑 1,9、田村　恵子 2,9、鈴木　智子 3,9、須貝　恵 4,9、辻　典子 5,9、小塚　雅子 6、
井内　亜紀子 7,9、濱本　京子 8,9、山本　政弘 1

九州医療センター 1、北海道大学病院 2、仙台医療センター 3、新潟大学医歯学総合病院 4、石
川県立中央病院 5、名古屋医療センター 6、大阪医療センター 7、広島大学病院 8、エイズ予防
財団 9
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山本　景三
いむれ内科クリニック

中村　美紀、平山　淳恵、奥田　久美子、城　好江、赤野　威彦、堅田　陽介
法円坂薬局

389 213



一
般
演
題（
口
演
）30日

仲澤　恵 1、高野　尊行 2、皆川　恵一 3、大原　千知 4、荒井　邦彦 5、阿久津　郁夫 4

大田原赤十字病院看護部 1、大田原赤十字病院薬剤部 2、大田原赤十字病院地域医療福祉連携
課 3、大田原赤十字病院内科 4、済生会宇都宮病院総合内科 5

千田　昌之 1、植田　孝介 2、國本　雄介 3、井上　正朝 4、佐藤　麻希 5、山田　徹 6、斎藤　
美保 7、田川　尚行 8、下川　千賀子 9、柴田　雅章 10、吉野　宗宏 11、畝井　浩子 12、松本
　俊治 13、松浦　清隆 14、大石　裕樹 15、増田　純一 1、中村　真依 1、西澤　優子 1、三上
　二郎 1

国立国際医療研究センター病院薬剤部 1、北海道大学病院 2、札幌医科大学付属病院 3、旭川
医科大学病院 4、仙台医療センター 5、新潟市民病院 6、新潟大学医歯学総合病院 7、新潟県立
新発田病院 8、石川県立中央病院 9、名古屋医療センター 10、大阪医療センター 11、広島大学
病院 12、広島市民病院 13、県立広島病院 14、九州医療センター 15
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濱岡　照隆 1、堀田　修次 1、田阪　武志 1、角　英 1、宮本　理恵子 4、岡田　眞喜枝 3、石
黒　香澄 3、坂田　達朗 2

国立病院機構　福山医療センター　薬剤科 1、国立病院機構　福山医療センター　肝臓内科 2、
国立病院機構　福山医療センター　看護部 3、国立病院機構　福山医療センター　MSW4

伊藤　俊広 1、山本　善彦 1、塚本　琢也 2、佐藤　功 1,3

独立行政法人国立病院機構仙台医療センター内科 1、エイズ予防財団 2、真壁病院 3
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上田　敦久 1、竹林　早苗 2、松山　奈央 2、友田　安政 3、松井　周一 4、筑丸　寛 5、白井　輝 6、
石ヶ坪　良明 1

横浜市立大学附属病院リウマチ・血液・感染症内科 1、同看護部 2、同福祉・継続看護相談室
3、同薬剤部 4、同歯科・口腔外科 5、聖ヨゼフ病院 6

仲倉　高広 1、宮本　哲雄 1、小西　加保留 2、山中　京子 3、松岡　千代 4、白阪　琢磨 5

国立病院機構大阪医療センター臨床心理室 1、関西学院大学人間福祉学部 2、大阪府立大学人
間社会学部 3、兵庫県立大学看護学部 4、国立病院機構大阪医療センターHIV/AIDS 先端医療
開発センター 5
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森田　眞子
国立病院機構大阪医療センター臨床心理室／がんサポートチーム

山田　三枝子 1、高山　次代 2、武田　謙治 3、小山　美紀 3、大金　美和 3、池田　和子 3、島
田　恵 4、岡　慎一 3

石川県立中央病院、エイズ予防財団 1、石川県立中央病院看護部 2、国立国際医療研究センタ
ー病院 3、首都大学東京 4
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武田　謙治 1、小山　美紀 1、山田　三枝子 2,3、高山　次代 2、大金　三和 1、池田　和子 1、
島田　恵 4、岡　慎一 1

独立行政法人国立国際医療医療研究センター病院 1、石川県立中央病院 2、エイズ予防財団 3、
首都大学東京 4

藤原　良次 1、早坂　典生 1、橋本　謙 2、山縣　真矢 1、間島　孝子 1、太田　裕治 1、坂本　
裕敬 3、羽鳥　潤 4、白阪　琢磨 5

特定非営利活動法人りょうちゃんず 1、岐阜県愛知県スクールカウンセラー 2、広島市役所 3、
ジャンププラス 4、国立病院機構大阪医療センター 5
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小西 　加保留 1、石川　雅子 2、関矢　早苗 3、山田　由紀 4、武田　謙治 4、小澤　あかね 5、
井上　洋士 6、白阪　琢磨 7

関西学院大学人間福祉学部社会福祉学科 1、千葉県健康保健部 2、駒込病院感染症科 3、国立
国際医療研究センター病院 ACC4、国立国際医療研究センター病院地域医療連携室 5、放送大
学 6、大阪医療センター 7

【目的】要介護状態で自立困難なHIV 感染者を始めとする退院援助困難事例が散見される中、
院内外の他職種のチームによる支援をサポートするためのシートを作成し、その普及を目
指す。【方法】1.2009 年度先行研究を踏まえて、たたき台を作成し、ブロック拠点病院に
おいて試用した結果を振り返り、インタビューを実施。2.2010 年度振り返りを踏まえてモ
デル修正。2010 年 10 月～ 2011 年 3月、全国ブロック拠点、中核拠点病院等計 64 か所
へ試用依頼。試用後のアンケートを実施し、その評価を分析する。【結果】シートの作成に
当たっては、1. 各職種の専門性を前提に柔軟な指針を含むこと、2. システムが異なる現状
の中でも使用できるもの、3. 患者や家族の持つ「強み」に焦点を当てて、共通認識を高め
ること、4. 活用しやすい簡便なものを目指して検討を重ねた。シートは、退院支援フロー
チャート、退院支援アセスメントシート 1＆ 2、カンファレンスシート、退院に向けての
支援計画シート、在宅療養支援シート、フォローアップシートによって構成した。2010 年
度の試用結果では、実際に使用したのは 13ケースで、退院支援フローチャート、退院支援
アセスメントシート1＆2の使用に止まる内容が多かった。また、支援の必要性のチェック、
解決すべき生活課題・支援者間の窓口・担当者間の役割の明確化、チームの信頼関係育成
への有用感が示された。一方、郵送物が院内の適材部署に届かない、対象となるケースが
なかった病院がそれぞれ 20余カ所あった。【考察】シートの作成経過においては、エキス
パートの看護師、ソーシャルワーカーを中心に吟味を重ね、内容的には一定の評価が得ら
れたものの、使用の仕方については、課題が残った。今後は、各病院のシステムに沿う形
での使用を促進するため、ソーシャルワーカーら在宅療養支援担当者がシート使用の窓口
となるように働きかけること、及び使用マニュアルを冊子として作成する予定である。

鈴木　清美、定方　泉、金子　友美、鈴庄　仁美、猿渡　加奈子、人見　公代、堀場　昌英
独立行政法人国立病院機構東埼玉病院

【目的】HIV/AIDS は多剤併用療法 (ART) により長期にわたりコントロール可能な疾患とな
り今後、患者の高齢化など在宅療養支援の需要はさらに高まると思われる。本研究では埼
玉県内の在宅療養支援を担っている福祉施設に対して患者受け入れの実態調査を行い、エ
イズ中核拠点病院として必要な情報提供、支援ができるように現状と課題を明らかにする
ことを目的とした。【方法】埼玉県内の福祉施設 (625 施設 ) を対象に受け入れが可能か、
受け入れの際の不安、勉強会への参加の意志、及び希望する内容について郵送によりアン
ケート調査を実施した。【結果】251 施設から回答があり、回収率は 40.16％。HIV/AIDS
患者を受け入れた事がある施設は 7施設であった。受け入れの際、困ったことは事前勉強
会の不足や情報共有の方法などについて、うまくいかなかったことが挙げられていた。問
題がなかった施設は事前に学習会を持つなど知識・情報を共有しており、病院への事前訪
問や行政担当者とも連絡が取れていた。受け入れたことがない施設からは・今までに経験
がない・感染のリスク・知識不足に対する不安が聞かれた。勉強会の参加については 194
施設が受講したいと答えており、決して受け入れに消極的ではないことが分かった。勉強
会や研修会の内容についてはHIV/AIDS の知識、感染予防についての希望が多く、次いで実
際に受け入れている施設の話を聞くなどの事例検討や福祉施設・医療機関との連携につい
てであった。【考察】HIV/AIDS 患者を受け入れた施設は少なく、受け入れるための知識も
十分とはいえない現状であった。今後中核拠点病院として、埼玉県内の在宅療養支援を担
っている福祉施設に対して、受け入れ体制を整えていくために、知識の習得のための勉強
会や研修会の実施、受け入れを依頼する側として情報提供およびトラブルが起きた時の対
応を援助するなど、福祉施設との連携が患者のQOLの向上のためにも重要であると考える。
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関矢　早苗 1、野本　和美 1、柳澤　如樹 2、菅沼　明彦 2、今村　顕史 2、味澤　篤 2

がん・感染症センター都立駒込病院　看護部 1、がん・感染症センター都立駒込病院 感染症
科 2

【目的】HIV 感染者の療養生活が長期化する中、当院では訪問看護ステーションや居宅介護
支援センター等に在宅療養支援の依頼ケースが増加している。今回、訪問看護ステーショ
ンを導入した症例を検討し、今後の課題を明らかにする。
【対象および方法】当院通院中のHIV 感染者で、現在訪問看護ステーションを導入した 8例
（全例男性）について診療録から情報収集を行った。
【結果】訪問看護ステーションを導入した 8例の内訳は、20 歳代 1例、30 歳代 1例、40
歳代 3例、50歳代 2例、60歳代 1例であった。病期は無症候期 2例、AIDS6 例で、AIDS
指標疾患としてニューモシスチス肺炎 2例、HIV 脳症 2例、進行性多巣性白室脳症 1例、
トキソプラズマ脳症 1例、サイトメガロウイルス網膜炎 1例であった。全例が抗HIV 療法
を実施し、訪問看護開始直前の CD4陽性リンパ球数の中央値は 116（41-322）/μL、HIV-
RNA 量検出限界以下が 3例、残りの 5例は HIV-RNA が検出されていた。対象となった 8
例中 1例が外来で開始し、7例が退院時に導入され、7例全例に退院調整カンファレンス
が行われ、訪問看護が開始されていた。主な導入目的は、抗HIV 療法を中心とした服薬支
援や確認が 8例、安全な生活環境の調整・見守りが 7例、全身状態の観察が 6例、精神的
支援が 2例、家族支援が 1例であった（重複あり）。導入当初の訪問回数は週 1回が 3例、
週 3回が 2例、週 2回が 1例、2週に 1回が 1例、月 1回が 1例であった。
【結語】服薬支援や安全な生活環境の調整を中心に訪問看護ステーションに依頼し、順調に
療養生活支援が行われていた。今後も訪問看護ステーションとの情報共有を密にし、さら
に連携を強化していくことが重要と考えられる。また、地域での支援拠点を増やしていけ
るよう、研修会や地域連携会議の開催などを検討していく必要があると考えられる。

白野　倫徳 1、後藤　哲志 1、松本　美由紀 2、豊島　裕子 2、市田　裕之 3、瀧浦　その子 4、
山手　香奈 4

大阪市立総合医療センター　感染症センター 1、大阪市立総合医療センター　看護部 2、大阪
市立総合医療センター　薬剤部 3、大阪市立総合医療センター　患者支援センター 4

【目的】近年、HIV 陽性者が違法薬物の使用により逮捕されるケースや、薬物使用による体
調不良で受診するケースが増えている。HIV 陽性者の薬物使用実態を把握し、生活支援、
服薬指導、行動変容の促進に役立て、薬物依存者の更生施設や支援団体等と連携を図るう
えでの基礎資料とするため、アンケート調査を実施した。【方法】2011 年 5月 1日時点で
当院に通院中のHIV 陽性者に対し、口頭で同意を得たうえで無記名自記式アンケートへの
記入を依頼した。【結果】2011 年 6月末時点で 116 名 ( 男性 113 名、女性 1名、他 2名 )
から有効な回答が得られた。男性の約 90%はMSMであった。73名 (62.9%) に何らかの違
法薬物の使用経験があった。12名 (10.3%) に大麻、20名 (17.2%) に覚醒剤、69名 (59.5%)
に RUSH・5-MeO-DIPT などの合成麻薬の使用経験があった。大麻使用者の 16.7%、覚醒剤
使用者の 40.0%、合成麻薬使用者の 14.9% が薬物使用による体調不良を経験していた。覚
醒剤使用者は 20歳代の 27.3%、30 歳代の 26.3% を占め、若年者ほど覚醒剤を使用する割
合が高かった。また、22名（19.0%）がシルデナフィルなどの ED治療薬の使用経験があり、
その入手経路は 9名（40.9%）が他人からの譲り受け、8名（36.4%）がインターネットで
の購入で、2名（9.1%）のみが医療機関で処方されていた。ED治療薬使用のうち 1名が、
薬物による体調不良を経験していた。【考察】薬物自体の身体への悪影響のほか、性行為時
に薬物を使用することにより判断力が低下し、適切な感染予防が実施されなくなることも
指摘されている。一方、合法的な薬物であっても、適切な服薬指導を受けずに使用し、抗
HIV 薬との相互作用で健康被害を来たすことが懸念される。服薬指導の際には、合法、非
合法に関わらず処方薬以外の薬物の使用についても言及する必要がある。薬物問題は医療
機関だけで解決できるものではなく、薬物依存患者の更生施設や支援団体との連携も不可
欠である。
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西村　由実子 1、日高　庸晴 2

関西看護医療大学看護学部 1、宝塚大学看護学部 2

石田　真由美 1、佐山　光子 1、定方　美恵子 1、関島　香代子 1、佐藤　悦 1、西方　真弓 1、
内山　正子 2、堀　成美 3

新潟大学医学部保健学科 1、新潟大学医歯学総合病院感染管理部 2、聖路加看護大学看護学部
3
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神田　浩路 1、永野　勝稔 1、布施　千恵 1、Ananda　Jayasinghe2、K. Tudor　Silva3、新井
　明日奈 1、大林　由英 1、玉城　英彦 1

北海道大学大学院医学研究科国際保健医学分野 1、Faculty of Medicine, University of 
Peradeniya, Sri Lanka2、Faculty of Arts, University of Peradeniya, Sri Lanka3

高久　道子、市川　誠一、金子　典代
名古屋市立大学看護学部
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合田　史 1、篠原　純史 2、尾方　仁 2

独立行政法人国立病院機構高崎総合医療センター総合診療科 1、独立行政法人国立病院機構
高崎総合医療センター総合相談支援センター 2

神田　浩路、永嶋　良之、新井　明日奈、大林　由英、玉城　英彦
北海道大学大学院医学研究科国際保健医学分野
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竹内　潔
北海学園大学

大槻　知子 1、生島　嗣 1、佐藤　幹也 1、松原　孝恵 2、渡邊　典子 3、若林　チヒロ 4

ぷれいす東京 1、高齢・障害者雇用支援機構 障害者職業総合センター 職業センター 2、高齢・
障害者雇用支援機構 東京障害者職業センター 3、埼玉県立大学 4
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坂部　茂俊 1、小倉　香里 2、森尾　志保 2、竹田　久子 2、辻　幸太 1

山田赤十字病院内科 1、山田赤十字病院看護部 2

藤部　荒術 1、飯塚　信吾 1、太田　昌二 1、嶋田　憲司 1、大石　敏寛 2、河口　和也 3

特定非営利活動法人動くゲイとレズビアンの会 1、せかんどかみんぐあうと 2、広島修道大学
3
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今井　敏幸 1、東　政美 1、治川　知子 1、下司　有加 1、上平　朝子 2、白阪　琢磨 3

国立病院機構大阪医療センター看護部 1、国立病院機構大阪医療センター感染症科 2、国立病
院機構大阪医療センターHIV/AIDS 先端医療開発センター 3

東　政美 1、今井　敏幸 1、治川　知子 1、下司　有加 1、宮本　ひとみ 1、白阪　琢磨 2

独立行政法人国立病院機構大阪医療センター　看護部 1、独立行政法人国立病院機構大阪医療
センター感染症内科 2
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八鍬　類子 1、杉野　祐子 1、島田　恵 2、池田　和子 1、西城　淳美 1、菊池　嘉 1、
岡　慎一 1

国立国際医療研究センター　エイズ治療研究開発センター 1、首都大学東京 2

杉野　祐子 1、八鍬　類子 1、島田　恵 1,2、池田　和子 1、西城　淳美 1、菊池　嘉 1、
岡　慎一 1

国立国際医療研究センターエイズ治療・研究開発センター 1、首都大学東京 2
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前田　　サオリ 1、宮城　京子 1、石川　章子 1、田里　大輔 2、仲村　秀太 2、健山　正男 2、
藤田　次郎 2、仲里　愛 4、富永　大介 3、諸見　牧子 1、新江　裕貴 1、石郷岡　美穂 1、
大城　市子 1

琉球大学医学部附属病院看護部 1、琉球大学医学部附属病院第一内科 2、琉球大学大学院教育
学部研究科臨床心理学専攻 3、琉球大学教育学部 4

石本　博子 1、井原　国代 1、木村　真知子 2

熊本大学医学部附属病院　西病棟 11階 1、熊本大学医学部附属病院　看護外来 2
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木村　亜由美、木村　眞知子
熊本大学医学部附属病院　看護外来

Windy　Wariki1、大田　えりか 1、森　臨太郎 1、宮川　桂子 2、渋谷　健司 1

東京大学大学院医学系研究科 1、沖縄県中部福祉保健所 2
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新ヶ江　章友 1、塩野　徳史 1、金子　典代 1、牧園　祐也 2,4、請田　貴史 2、川本　大輔 2、
北村　紀代子 2、辻　潤一 2、橋口　卓 2、狭間　隆司 2、山本　政弘 3、市川　誠一 1

名古屋市立大学看護学部 1、LAF（Love Act Fukuoka）2、独立行政法人国立病院機構九州医
療センター 3、財団法人エイズ予防財団 4

日高　庸晴 1、本間　隆之 2

宝塚大学看護学部 1、山梨県立大学看護学部 2
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塩野　徳史 1、新ヶ江　章友 1、金子　典代 1、市川　誠一 1、山本　政弘 2、健山　正男 3、
内海　眞 4、生島　嗣 5、鬼塚　哲郎 6,7

名古屋市立大学看護学部 1、独立行政法人国立病院機構九州医療センター 2、琉球大学大学院
医学研究科 3、独立行政法人国立病院機構東名古屋病院 4、特定非営利活動法人ぷれいす東京
5、京都産業大学 6、MASH大阪 7

Jane　Koerner、市川　誠一、金子　典代、塩野　徳史
名古屋市立大学看護学部感染疫学研究室
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佐藤　太郎 1,2,3、宮島　謙介 2,4、長野　香 2,4、星野　慎二 1,2

横浜 Cruise ネットワーク 1、かながわレインボーセンター SHIP2、一橋大学大学院 3、AGP（同
性愛者医療・福祉・教育・カウンセリング専門家会議）4

柴田　惠 1、岩橋　恒太 2,3、張　由紀夫 4、荒木　順子 1,5、高野　操 5,6、生島　嗣 7、
市川　誠一 2

akta1、名古屋市立大学看護学部 2、慶応義塾大学院社会学研究科 3、旧 RainbowRing4、公益
財団法人エイズ予防財団 5、国立国際医療研究センターエイズ治療・開発センター 6、ぷれい
す東京 7
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生島　嗣 1,9、荒木　順子 2、佐藤　未光 8、高野　操 3,4、中澤　よう子 5、星野　慎二 6、
岩橋　恒太 7,13、張　由紀夫 8、市川 　誠一 7、野口　雅美 9、滝田　由紀子 10、
御子柴　朋子 11、新屋敷　房代 12

ぷれいす東京 1、akta2、国立国際医療研究センター 3、エイズ予防財団 4、鎌倉保健福祉事務
所 5、横浜 Cruise ネットワーク 6、名古屋市立大学 7、旧 Rainbow Ring8、東京都福祉保健局 9、
神奈川県保健福祉局 10、横浜市健康福祉局 11、千葉県市原保健所 12、慶應義塾大学 13

岩橋　恒太 1,2、高野　操 3,4、塩野　徳史 1、柴田　惠 6、生島　嗣 5、張　由紀夫 7、荒木　順子 6、
砂川　秀樹 5、市川　誠一 1

名古屋市立大学看護学部 1、慶応義塾大学院社会学研究科 2、公益財団法人エイズ予防財
団 3、国立国際医療研究センターエイズ治療・開発センター 4、ぷれいす東京 5、akta6、旧
RainbowRing7
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高野　操 1,2、塩野　徳史 3、石塚　直樹 4、金子　典代 3、市川　誠一 3、岡　慎一 1、木村　哲 2,5

国立国際医療研究センター　エイズ治療・研究開発センター　1、公益財団法人エイズ予防
財団 2、名古屋市立大学看護学部 3、サノフィ・アベンティス株式会社　研究開発部門医薬開
発本部　統計解析・プログラミング部　4、東京逓信病院 5

鬼塚　哲郎 1,2、辻　宏幸 2,3、後藤　大輔 2,3、町　登志雄 2、内田　優 2、山田　創平 4、
塩野　徳史 5、市川　誠一 5

京都産業大学文化学部 1、MASH 大阪 2、公益財団法人エイズ予防財団 3、京都精華大学人文
学部 4、名古屋市立大学看護学部 5
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岳中　美江 1,3、辻　宏幸 2,3、川畑　拓也 4、有馬　和代 5、古林　敬一 6、鬼塚　哲郎 2,7、
塩野　徳史 8、市川　誠一 8

特定非営利活動法人 CHARM1、MASH 大阪 2、公益財団法人エイズ予防財団 3、大阪府立公
衆衛生研究所 4、大阪市保健所 5、そねざき古林診療所 6、京都産業大学文化学部 7、名古屋
市立大学看護学部 8

塩野　徳史 1、高野　操 2,3、木村　哲 3,4、岡　慎一 2,3、市川　誠一 1、金子　典代 1、コーナ
　ジェーン 1、鬼塚　哲郎 5,6、川畑　拓也 7、辻　宏幸 3,6、後藤　大輔 3,6、岳中　美江 3,8

名古屋市立大学看護学部 1、国立国際医療研究センター　エイズ治療・研究開発センター 2、
公益財団法人エイズ予防財団 3、東京逓信病院 4、京都産業大学 5、MASH大阪 6、大阪府立公
衆衛生研究所 7、NPO法人 CHARM8

411 235



一
般
演
題（
口
演
）1日

堀場　昌英 1、森田　暁壮 1、増田　貴史 1、中野　滋文 1、平良　真奈子 1、諸井　文子 1、
高杉　知明 1、桑田　加奈子 2、人見　公代 2

国立病院機構　東埼玉病院　呼吸器科 1、国立病院機構　東埼玉病院　看護部 2

大瀧　学、四本　美保子、尾形　享一、天野　景裕、山元　泰之、福武　勝幸
東京医科大学　臨床検査医学講座
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塚田　訓久、西島　健、叶谷　文秀、林田　庸総、土屋　亮人、潟永　博之、菊池　嘉、岡
　慎一
国立国際医療研究センター　エイズ治療・研究開発センター

吉野　宗宏 1、矢倉　裕輝 1、櫛田　宏幸 1、米本 　仁史 2、廣田　和之 2、坂東　裕基 2、矢
嶋　敬史郎 2、小泉　祐介 2、大寺　博 2、富成　伸次郎 2、渡邊　大 2、桑原　　健 3、西田　
恭治 2、上平　朝子 2、白阪　琢磨 2

独立行政法人国立病院機構　大阪医療センター　薬剤科 1、独立行政法人国立病院機構　大阪
医療センター　感染症内科 2、独立行政法人国立病院機構　南京都病院　薬剤科 3
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櫛田　宏幸 1、吉野　宗宏 1、矢倉　裕輝 1、米本　仁史 2、廣田　和弘 2、坂東　裕基 2、矢
嶋　敬史郎 2、小泉　祐介 2、大寺　博 2、富成　伸次郎 2、渡邊　大 2、西田　恭治 2、上平
　朝子 2、白阪　琢磨 2

独立行政法人　国立病院機構　大阪医療センター　薬剤科 1、独立行政法人　国立病院機構
　大阪医療センター　感染症内科 2

坂部　茂俊、豊嶋　豊一、辻　幸太
山田赤十字病院　内科
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橋本　亜希、濱田　洋平、田村　久美、小林　泰一郎、山内　悠子、水島　大輔、西島　健、
青木　孝弘、渡辺　恒二、本田　元人、矢崎　博久、田沼　順子、塚田　訓久、本田　美和子、
照屋　勝治、潟永　博之、菊池　嘉、岡　慎一
国立国際医療研究センター　エイズ治療・研究開発センター

濱田　哲暢 1,2、土屋　亮人 4、橋口　ゆみ 3、齋藤　秀之 1,2

熊本大学医学部附属病院薬剤部 1、熊本大学生命科学研究部臨床薬物動態学分野 2、熊本大学
薬学部 3、独立行政法人 国立国際医療研究センター エイズ治療・研究開発センター 4
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五十嵐　俊 1、佐藤　歩 1、森田　徹 1、保科　斉生 2、鈴木　琢光 2、吉村　幸浩 2、高尾　良洋 1、
立川　夏夫 2

横浜市立市民病院　薬剤部 1、横浜市立市民病院　感染症内科 2

佐藤　歩 1、五十嵐　俊 1、森田　徹 1、鈴木　琢光 2、保科　斉生 2、吉村　幸浩 2、高尾　良洋 1、
立川　夏夫 2

横浜市立市民病院薬剤部 1、横浜市立市民病院感染症科 2
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鈴木　彰人 1、齋田　瑞恵 1、志賀　教克 1、乾　啓洋 1、上原　由紀 1,2、福田　友紀子 1、三
橋　和則 1,2、内藤　俊夫 1,2、礒沼　弘 1

順天堂大学医学部総合診療科 1、順天堂大学医学部感染制御科学 2

西島　健 1、高野　操 1、石坂　美千代 1、潟永　博之 1、菊池　嘉 1、遠藤　知之 2、堀場　昌英 3、
金田　暁 4、藤井　毅 5、内藤　俊夫 6、吉田　正樹 7、立川　夏夫 8、横幕　能行 9、藤井　輝
久 10、高田　清式 11、山本　政弘 12、松下　修三 13、健山　正男 1,14、田邊　嘉也 15、満屋　
裕明 13、岡　慎一 1

国立国際医療研究センター 1、北海道大学病院 2、国立病院機構東埼玉病院 3、国立病院機構
千葉医療センター 4、東京大学医科学研究所附属病院 5、順天堂大学医学部附属順天堂医院 6、
東京慈恵会医科大学附属病院 7、横浜市立市民病院 8、国立病院機構名古屋医療センター 9、
広島大学病院 10、愛媛大学医学部附属病院 11、国立病院機構九州医療センター 12、熊本大学
13、琉球大学医学部 14、新潟大学医歯学総合病院 15
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水島　大輔、濱田　洋平、橋本　 亜希、田村　久美、山内　悠子、小林　泰一郎、西島　　健、
青木　 孝弘、渡辺　 恒二、本田　 元人、田沼　 順子、矢崎　 博久、塚田　 訓久、本田　 
美和子、潟永　 博之、照屋　勝治、菊池　 嘉、岡　慎一
国立国際医療研究センター

小河原　光正 1、木村　剛 1、安藤　性實 1、宮本　智 1、上平　朝子 2、白阪　琢磨 2

独立行政法人国立病院機構大阪医療センター　呼吸器内科 1、独立行政法人国立病院機構大阪
医療センター　感染症科 2
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田村　久美、青木　孝弘、濱田　洋平、橋本　亜希、水島　大輔、小林　泰一郎、山内　悠
子、西島　健、渡辺　恒二、木内　英、本田　元人、矢崎　博久、田沼　順子、本田　美和子、
照屋　勝治、塚田　訓久、潟永　博之、菊池　嘉、岡　慎一
国立国際医療研究センター　エイズ治療・研究開発センター

善本　英一郎 1,2、古西　満 2、宇野　健司 2、笠原　敬 2、治田　匡平 3、三笠　桂一 2

奈良厚生会病院感染制御室 1、奈良県立医科大学感染症センター 2、奈良県立医科大学附属病
院薬剤部 3
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古西　満 1、宇野　健司 1、善本　英一郎 1,2、治田　匡平 3、笠原　敬 1、前田　光一 1、三笠
　桂一 1、安岡　彰 4

奈良県立医科大学感染症センター 1、奈良厚生会病院感染制御室 2、奈良県立医科大学附属病
院薬剤部 3、長崎大学病院感染制御教育センター 4

前 田　 和 彦 1、SIngh　Shailendra Kumar1、Almofty　Sarah Ameen1、Eid　Mohammed 
Mansour Abbas1、池田　輝政 2、小糸　厚 2、阪口　薫雄 1

熊本大学大学院生命科学研究部免疫学分野 1、熊本大学大学院生命科学研究部感染制御学 2
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杉山　隆一 1、西辻　裕紀 1、長沼　晴樹 1、小関　寛 1、古川　亜矢子 2、片平　正人 2、
羽生　勇一郎 3、武内　寛明 4、粱　明秀 4,5、高久　洋 1

千葉工大 工 生命環境科学 1、京都大 エネルギー理工 生体エネルギー分野 2、Dept. 
Microbiology, Immunology and Pathology, Colorado State University3、東京医科歯科大 医歯
学総合 ウイルス制御学分野 4、横浜市立大 医 微生物学・生体防御学 5

池田　輝政、小糸　厚
熊本大学　生命科学研究部　感染制御
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助川　明香 1、佐久間　龍太 1、大嶺　青河 2、池田　靖弘 2、山岡　昇司 1

東京医科歯科大学　大学院医歯学総合研究科　ウイルス制御学分野 1、Department of 
Molecular Medicine, Mayo Clinic2

鹿間　さおり、助川　明香、佐久間　龍太、山岡　昇司
東京医科歯科大学　医歯学総合研究科　ウイルス制御学分野
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野間口　雅子、土肥　直哉、藤原　佐知、足立　昭夫
徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部微生物病原学分野

木内　英 1、細川　真一 2、五味淵　秀人 3、田村　久美 1、濱田　洋平 1、橋本　亜希 1、水島
　大輔 1、西島　健 1、青木　孝弘 1、渡辺　恒二 1、本田　元人 1、田沼　順子 1、矢崎　博久 1、
塚田　訓久 1、本田　美和子 1、潟永　博之 1、照屋　勝治 1、菊池　嘉 1、岡　慎一 1、加藤　
真吾 4

国立国際医療研究センター病院　エイズ治療・研究開発センター 1、国立国際医療研究センタ
ー小児科 2、国立国際医療研究センター産婦人科 3、慶応義塾大学医学部　微生物・免疫学教
室 4
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吉野　直人 1,2、喜多　恒和 2、熊谷　晴介 2、丹野　高三 2、伊藤　由子 2、高橋　尚子 1,2、
外川　正生 2、塚原　優己 2、戸谷　良造 2、稲葉　憲之 2、和田　裕一 2

岩手医科大学微生物学講座感染症学・免疫学分野 1、厚生労働科学研究費補助金エイズ対策
研究事業「HIV 感染妊婦とその出生児の調査・解析および診療・支援体制の整備に関する総
合的研究」班 2

外川 　正生 1、葛西　健郎 2、國方　徹也 2、細川　真一 2、田中　瑞恵 2、木内　英 2、
齋藤　昭彦 2、前田　尚子 2、尾崎　由和 2、天羽　清子 2、市場　博幸 2、榎本　てる子 2、
辻　麻理子 2、武知　茉莉亜 2、乾　未来 2、小林　真之 2、吉野　直人 2、喜多　恒和 2、
稲葉　憲之 2、和田　裕一 2

大阪市立住吉市民病院小児科 1、平成 22年度厚労科研費「HIV 感染妊婦とその出生児の調査
解析および 診療支援体制の整備に関する総合的研究」班 2
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伊藤　由子 1,2、吉野　直人 2、喜多　恒和 2、熊谷　晴介 2、丹野　高三 2、高橋　尚子 2、外
川　正生 2、塚原　優己 2、戸谷　良造 2、稲葉　憲之 2、和田　裕一 2

NHO長良医療センター看護部 1、厚生労働科学研究費補助金エイズ対策研究事業「HIV 感染
妊婦とその出生児の調査・解析および診療・支援体制の整備に関する総合的研究」班 2

谷口　晴記 1、塚原　優己 2、大金　美和 2、山田　里佳 2、井上　孝実 2、辻　麻里子 2、渡邊
　英恵 2、源河　いくみ 2、佐野　貴子 2、内山　正子 2、大島　教子 2、尾崎　由和 2、蓮尾　
泰之 2、吉野　直人 2、早川　智 2、外川　正生 2、喜多　恒和 2、戸谷　良造 2、稲葉　憲之 2、
和田　裕一 2

三重県立総合医療センター産婦人科 1、厚生労働科学研究費補助金（エイズ対策研究事業）「HIV
感染妊婦とその出生児の調査・解析および診療・支援体制の整備に関する総合的研究」班 2
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喜多　恒和 1,2、中西　美紗緒 2、箕浦　茂樹 2、松田　秀雄 2、高野　政志 2、金子　ゆかり 2、
瀬戸　裕 2、大井　理恵 2、小林　裕幸 2、佐久本　薫 2、石橋　理子 1,2、杉浦　敦 1,2、藤田
　綾 1,2、吉野　直人 2、外川　正生 2、塚原　優己 2、戸谷　良造 2、稲葉　憲之 2、和田　裕
一 2

奈良県立奈良病院産婦人科 1、厚生省科研費エイズ対策研究事業「HIV 感染妊婦とその出生
児の調査・解析および診療・支援体制の整備に関する総合的研究」班 2

関谷　綾子 1、柳澤　如樹 2、菅沼　明彦 2、今村　顕史 2、片柳　直子 1、味澤　篤 2、
久保田　憲 1

都立駒込病院内分泌代謝科 1、都立駒込病院感染症科 2
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仲里　愛 1、富永　大介 1、田里　大輔 2、宮城　京子 3、前田　サオリ 3、仲村　秀太 2、原
永　修作 2、比嘉　太 2、健山　正男 2、藤田　次郎 2

琉球大学大学院教育学研究科　臨床心理学専攻 1、琉球大学大学院医学研究科　感染症・呼
吸器・消化器内科学講座（第一内科）2、琉球大学医学部附属病院看護部 3

田里　大輔 1、健山　正男 1、仲里　愛 2、宮城　京子 3、前田　サオリ 3、仲村　秀太 1、原永
　修作 1、比嘉　太 1、富永　大介 2、藤田　次郎 1

琉球大学大学院医学研究科　感染症・呼吸器・消化器内科学講座（第一内科）1、琉球大学大
学院教育学研究科　臨床心理学専攻 2、琉球大学医学部附属病院看護部 3
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田村　久美 1、渡辺　恒二 1、木内　英 1、福田　友彦 2、折戸　征也 2、桝谷　法生 2、野村
　耕太郎 3、細川　真一 3、松下　竹次 3、植田　知幸 4、親泊　あいみ 4、加藤　真吾 4、潟
永　博之 1、菊池　嘉 1、岡　慎一 1

国立国際医療研究センター　エイズ治療・研究開発センター 1、国立国際医療研究センター
　産婦人科 2、国立国際医療研究センター　小児科 3、慶応義塾大学医学部・医学研究科　微
生物学・免疫学教室 4

天野　将之、田宮　貞宏、こう　康博、Matthew　Danish、満屋　裕明
熊本大学医学部大学院生命科学研究部・血液内科学・膠原病内科学・感染免疫診療部
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青木　学 1,2、井手　一彦 2、Danish　Matthew2、青木　宏美 2、林　宏典 2、満屋　裕明 2,3

熊本保健科学大学保健科学部医学検査学科 1、熊本大学大学院生命科学研究部血液内科学感
染免疫診療部 2、米国国立癌研究所レトロウイルス感染症部 3

原田　恵嘉 1、濱治　有希 1、遊佐　敬介 2、松下　修三 1、吉村　和久 1

熊本大学エイズ学研究センター 1、国立医薬品食品衛生研究所 生物薬品部 ウイルス安全性研
究室 2
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吉村　和久、原田　惠嘉、松下　修三
熊本大学エイズ学研究センター

谷　麗君 1、細谷 　紀彰 2、立川 ( 川名 ) 　愛 3、中村　　仁美 4、古賀　　道子 2、松下　　正毅 5、
Biyan　Lu6、三浦 　聡之 3、岩本 　愛吉 1,2,3,4

東京大学医科学研究所アジア感染症研究拠点 1、東京大学医科学研究所 感染症国際研究セ
ンター 2、東京大学医科学研究所 先端医療研究センター 感染症分野 3、東京大学医科学研究
所 附属病院 感染免疫内科 4、湧永製薬株式会社　バイオ事業開発部 5、Institute of Human 
Virology, Sun Yat-sen University Key Laboratory of Tropical Disease Control, Ministry of 
Education, Guangzhou, China6
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吉田　繁 1、伊部　史朗 2、服部　純子 2、松田　昌和 2、橋本　修 3、岡田　清美 4、和山　行正 4、
巽　正志 5、杉浦　亙 2

北海道大学大学院保健科学研究院 1、名古屋医療センター 2、三菱化学メディエンス 3、北里
大塚バイオメディカルアッセイ研究所 4、国立感染症研究所 5

森　治代、小島　洋子、川畑　拓也
大阪府立公衆衛生研究所　感染症部ウイルス課
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西澤　雅子 1、Johnson　Jeffrey2、Heneine　Walid2、杉浦　亙 3

国立感染症研究所エイズ研究センター 1、米国疾病対策局 (CDC)2、（独）名古屋医療センタ
ー 3

今村　淳治、横幕　能行、服部　純子、岩谷　靖雅、杉浦　亙
名古屋医療センター　臨床研究センター　エイズ治療開発センター
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古賀　道子、菊池　正、野村　滋、細谷　紀彰、清水　少一、安達　英輔、大亀　路生、佐
藤　秀憲、宮崎　菜穂子、中村　仁美、鯉渕　智彦、藤井　毅、岩本　愛吉、三浦　聡之
東京大学医科学研究所　

Tran　Vuong Thi1,2、Ishizaki　Azumi1、Nguyen　Hung Cuong1,2、Hoan　Thi Thanh 
Huyen2、Pham　Viet Hung1、Lihana　Raphael1、Bi　Xiuqiong1、Pham　Van Thuc2、
Ichimura　Hiroshi1

Department of Viral Infection and International Health, Graduate School of M edical Science, 
Kanazawa University 1、Hai Phong Medical University2
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Pham　Viet Hung1,2、石崎　有澄美 1、Ｎｇｕｙｅｎ　Ｖａｎ　Ｌａｍ 2、Tran　Vuong 
Thi1、Lihana　W. Raphael1、Bi　Xiuqiong1、Khu　Thi Khanh Dung2、市村　宏 1

金沢大学大学院医学研究科ウイルス感染症制御学 1、National Hospital of Pediatrics, Hanoi, 
Viet Nam2

関　貴弘 1、三木　茂 1、秋久　恵里佳 1、小林　雅典 1、吉永　智一 1、藤原　民雄 2、佐藤　
彰彦 1

塩野義製薬株式会社　創薬・疾患研究所 1、塩野義製薬株式会社　GLOBAL DEVELOPMENT 
OFFICE2

434 258



一
般
演
題（
口
演
）1日

宮本　総子、服部　俊夫、児玉　栄一
東北大学大学院医学系研究科感染病態学講座

川下　理日人 1,2、田　雨時 1、岡本　晃典 1、安永　照雄 2、高木　達也 1,2

大阪大学大学院薬学研究科 1、大阪大学微生物病研究所附属遺伝情報実験センター 2
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蝶野　英人 1、岡本　実佳 2、井上　晃一 1、津田　大嗣 1、百々　克行 1、川野　泰広 1、馬
場　昌範 2、峰野　純一 1

タカラバイオ（株）・細胞・遺伝子治療センター 1、鹿児島大学大学院・医歯学・難治ウイル
ス病態制御研究センター 2

浅畑　さやか、今村　顕史、柳澤　　如樹、菅沼　明彦、味澤　篤
がん・感染症センター　都立駒込病院
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治川　知子 1、今井　敏幸 1、東　政美 1、下司　有加 1、宮本　ひとみ 1、上平　朝子 2、白
阪　琢磨 2

独立行政法人　国立病院機構　大阪医療センター 看護部 1、独立行政法人　国立病院機構　
大阪医療センター　HIV/AIDS 先端医療開発センター 2

本田　美和子、田村　久美、橋本　亜紀、濱田　洋平、水島　大輔、山内　悠子、小林　泰
一郎、西島　健、木内　英、青木　孝弘、渡辺　恒二、本田　元人、矢崎　博久、田沼　順子、
塚田　訓久、潟永　博之、照屋　勝治、菊池　嘉、岡　慎一
国立国際医療研究センター
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立浪　忍 1、桑原　理恵 2、秋田　美恵子 3、三間屋　純一 4、白幡　聡 5、瀧　正志 6

聖マリアンナ医科大学医学教育文化部門医学統計学分野 1、聖マリアンナ医科大学大学院ア
イソトープ研究施設 2、聖マリアンナ医科大学小児科 3、静岡県熱海健康福祉センター 4、北
九州八幡東病院 5、聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院小児科 6

宇野　健司 1、古西　満 1、善本　英一郎 1,2、治田　匡平 3、笠原　敬 1、中川　智代 1、小川
　拓 1、前田　光一 1、森崎　登志子 4、谷口　美苗 4、辻本　和徳 1、吉本　昭 1、山田　豊 1、
大野　史郎 1、後藤　哲志 5、白野　倫徳 5、三笠　桂一 1

奈良県立医科大学附属病院　感染症センター 1、奈良厚生会病院　内科 2、奈良県立医科大学
附属病院　薬剤部 3、奈良県立医科大学附属病院　看護部 4、大阪市立総合医療センター　感
染症センター 5
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宮川　桂子 1、大田　えりか 2

沖縄県中部保健所 1、東京大学大学院医学系研究科 2

外島　正樹 1、佐川　廣子 2、緒方　剛 2

自治医大臨床感染症センター感染症科 1、茨城県筑西保健所 2
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林田　庸総、潟永　博之、菊池　嘉、岡　慎一
独立行政法人　国立国際医療研究センター　エイズ治療・研究開発センター

佐々木　由理 1、垣本　和宏 2、Sikazwe 　Izukanji3、Watala 　Janet3、Moyo 　Crispin3、
Kayama 　Nangana4、Dube 　Christopher4、駒田　謙一 6、宮野　真輔 5,6、石川　尚子 5,6、
北　潔 1、甲斐　一郎 1

東京大学大学院　医学系研究科　1、大阪府立大学　看護学部 / 大学院看護学研究科　2、
Ministry of Health, Zambia3、Mumbwa District Health Office, Zambia4、国際協力機構　ザン
ビア事務所 5、国立国際医療研究センター　国際医療協力部　6
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久地井　寿哉 1、柿沼　章子 1、岩野　友里 2、石射　いずみ 1、後藤　智巳 1、大平　勝美 1

（社福）はばたき福祉事業団 1、( 財 ) エイズ予防財団 2

山岸　拓也 1、尾上　泰彦 2、飯塚　典男 3、今井　博久 4、中尾　裕之 4、大山　卓昭 5、八幡
　裕一郎 5

国立感染症研究所細菌第二部 1、宮本町中央診療所 2、飯塚クリニック 3、国立保健医療科学
院疫学部 4、国立感染症研究所感染症情報センター 5
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牧野　麻由子 1、古谷野　淳子 1、加藤　朋子 2、塚本　琢也 3、北　志保里 4、松岡　亜由子
5、仲倉　高広 6、森田　眞子 6、安尾　利彦 6、大谷　ありさ 6、藤本　恵里 6、倉谷　昂志 6、
宮本　哲雄 6、喜花　伸子 7、辻　麻理子 8、高橋　佳子 9、飯田　敏晴 9、山中　京子 10

新潟大学医歯学総合病院 1、北海道大学病院 2、仙台医療センター 3、石川県立中央病院 4、
名古屋医療センター 5、大阪医療センター 6、広島大学病院 7、九州医療センター 8、国立国
際医療研究センター 9、大阪府立大学 10

富成　伸次郎 1,4、安尾　利彦 2、山中　京子 3、白阪　琢磨 1、中山　健夫 4

国立病院機構大阪医療センター感染症内科 1、国立病院機構大阪医療センター臨床心理室 2、
大阪府立大学人間社会学部社会福祉学科 3、京都大学大学院医学研究科社会健康医学系専攻健
康情報学分野 4
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宮本　哲雄 1,2、仲倉　高広 1、安尾　利彦 1、森田　眞子 1、大谷　ありさ 1、藤本　恵里 1、
倉谷　昂志 1,2、西川　歩美 1,3、下司　有加 1、治川　知子 1、東　政美 1、今井　敏幸 1、廣
常　秀人 1、白阪　琢磨 1

独立行政法人国立病院機構大阪医療センター 1、公益財団法人エイズ予防財団リサーチ・レ
ジデント 2、ネットワーウ医療と人権 3

仲倉　高広 1、下司　有加 2、織田　幸子 3、岡本　学 4、富成　伸次郎 5、白阪　琢磨 5

国立病院機構大阪医療センター臨床心理室 1、国立病院機構大阪医療センター看護部 2、スマ
ートらいふネット 3、国立病院機構大阪医療センター医療相談室 4、国立病院機構大阪医療セ
ンター感染症内科 5
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藤本　恵里 1、大谷　ありさ 1、仲倉　高広 1、森田　眞子 1、安尾　利彦 1、倉谷　昂志 1,2、
宮本　哲雄 1,2、西川　歩美 1,3

独立行政法人国立病院機構大阪医療センター臨床心理室 1、財団法人エイズ予防財団 2、ネッ
トワーク医療と人権 3

安尾　利彦 1、仲倉　高広 1、森田　眞子 1、大谷　ありさ 1、藤本　恵里 1、倉谷　昂志 2、宮
本　哲雄 2、西川　歩美 3、下司　有加 1、治川　知子 1、東　政美 1、今井　敏幸 1、廣常　秀
人 1、白阪　琢磨 1

大阪医療センター 1、大阪医療センター /エイズ予防財団 2、大阪医療センター /ネットワー
ク医療と人権 3
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大谷　ありさ 1、仲倉　高広 1、安尾　利彦 1、森田　眞子 1、藤本　恵里 1、倉谷　昂志 1,2、
宮本　哲雄 1,2、西川　歩美 1,3、下司　有加 1、治川　知子 1、東　政美 1、今井　敏幸 3、白
阪　琢磨 1、廣常　秀人 1

独立行政法人国立病院機構大阪医療センター 1、財団法人エイズ予防財団 2、ネットワーク医
療と人権 3

神谷　昌枝 1、石川　雅子 2、山中　京子 3

東京都福祉保健局健康安全部感染症対策課 1、千葉県健康福祉部健康増進課 2、大阪府立大学
人間社会学部 3
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向井　三穂子 1、椎木　創一 2、高山　義浩 2、平良　美枝子 3、渡久山　朝裕 4

沖縄県立中部病院 1、同内科 2、とくだ心療内科 3、沖縄県立看護大学 4

高田　知恵子 1、浅利　朋子 2、高橋　義博 3、三浦　一樹 4、北原　栄 5、滝本　法明 6

秋田大学教育文化学部 1、笠松病院 2、大館市立総合病院 3、外旭川病院 4、秋田赤十字病院 5、
秋田県健康推進課 6

446 270



一
般
演
題（
口
演
）1日

浅利　朋子 1、高田　知惠子 2、高橋　義博 3、三浦　一樹 4、北原　栄 5、滝本　法明 6

笠松病院 1、秋田大学教育文化学部 2、大館市立総合病院 3、外旭川病院 4、秋田赤十字病院 5、
秋田県健康推進課 6

山中　京子 1、奥田　剛士 2、神谷　昌枝 3、石川　雅子 4、仲倉　高広 5、安尾　利彦 5、古谷
野　淳子 6、牧野　真由子 6

大阪府立大学人間社会学部 1、奈良少年刑務所 2、東京都福祉保健局健康安全部感染症対策課
エイズ対策係 3、千葉県健康福祉部健康増進課感染症対策室 4、独立行政法人国立病院機構大
阪医療センター 5、新潟大学医歯学総合病院 6
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宮島　謙介 1、長野　香 1,2、星野　慎二 1

横浜 Cruise ネットワーク 1、AGP（同性愛者医療・福祉・教育・カウンセリング専門家会議）
2、しらかば診療所 3

加藤　真吾 1、須藤　弘二 1、今井　光信 2

慶應義塾大学 医学部 微生物学・免疫学教室 1、田園調布学園大学 人間福祉学部 2

一
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題（
口
演
）1日
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長島　真美、新開　敬行、尾形　和恵、吉田　勲、原田　幸子、清水　美穂、林　志直、貞
升　健志、甲斐　明美
東京都健康安全研究センター　微生物部

中瀬　克己 1、今井　光信 2,3、佐野　貴子 3

岡山市保健所 1、田園調布学園大学 2、神奈川県衛生研究所 3
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大郷　宏基 1、塩入　康史 1、大釜　正希 1、伊藤　葉子 2、右田　麻里子 1、桜井　健司 1、
川添　昌之 1、石神　亙 1

特定非営利活動法人HIV と人権・情報センター 1、中京大学現代社会学部 2

飯塚　信吾 1、藤部　荒術 1、太田　昌二 1、嶋田　憲司 1、大石　敏寛 2、河口　和也 3

特定非営利活動法人動くゲイとレズビアンの会 1、せかんどかみんぐあうと 2、広島修道大学
3
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上田　幹夫 1、辻　典子 2、山田　三枝子 2、北　志保里 2、古谷　智慧 2、高山　次代 3

石川県立中央病院免疫感染症科 1、石川県立中央病院HIV 事務室、エイズ予防財団 2、石川
県立中央病院看護部 3

川畑　拓也 1、辻　宏幸 2,3、後藤　大輔 2,3、町　登志雄 2、内田　優 2、鬼塚　哲郎 2,4、小島
　洋子 1、森　治代 1、高野　操 3,5、塩野　徳史 6、田端　運久 7、古林　敬一 8、岩佐　厚 9、
高田　昌彦 10、菅野　展史 11、亀岡　博 12、大里　和久 13、市川　誠一 6

大阪府立公衆衛生研究所 1、MASH 大阪 2、公益財団法人エイズ予防財団 3、京都産業大学 4、
国立国際医療研究センター　エイズ治療・研究開発センター 5、名古屋市立大学看護学部 6、
田端医院 7、そねざき古林診療所 8、岩佐クリニック 9、高田泌尿器科 10、菅野クリニック 11、
亀岡クリニック 12、大里クリニック 13
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星野　慎二 1、井戸田　一朗 2,3、相楽　裕子 4、吉村　幸浩 4、中澤　よう子 5、沢田　貴志 6、
上田　敦久 7、佐野　貴子 8、今井　光信 9

横浜 Cruise ネットワーク 1、AGP（同性愛者医療・福祉・教育・カウンセリング専門家会議）2、
しらかば診療所 3、横浜市立市民病院 感染症内科 4、神奈川県鎌倉保健福祉事務所 5、港町診
療所 6、横浜市立大学附属病院 感染症内科 7、神奈川県衛生研究所 微生物部 8、田園調布学
園大学 9

高久　陽介 1、井上　洋士 2、矢島　嵩 1,3、長野　耕介 1、長谷川　博史 1、生島　嗣 3

特定非営利活動法人日本HIV 陽性者ネットワーク・ジャンププラス 1、放送大学 2、特定非営
利活動法人ぷれいす東京 3
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井上　洋士 1、高久　陽介 2、矢島　嵩 2,3、長野　耕介 2、長谷川　博史 2、生島　嗣 3

放送大学 1、特定非営利活動法人日本HIV 陽性者ネットワーク・ジャンププラス 2、特定非
営利活動法人ぷれいす東京 3

矢永　由里子 1、高田　知恵子 2、岳中　美江 3、小泉　京子 4、辻　麻理子 5、加藤　朋子 6、
江崎　直樹 7、井村　弘子 8、紅林　洋子 9、加藤　真吾 10

慶應義塾大学医学部感染制御センター 1、秋田大学教育文化学部 2、NPO 法人 CHARM3、江
戸川区健康部健康サービス課 4、国立病院機構九州医療センター 5、北海道大学病院相談室 6、
陸上自衛隊久留米駐屯地業務隊 7、沖縄国際大学総合文化学部　8、沼津市立病院 9、慶應義塾
大学医学部微生物学・免疫学教室 10
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生島　嗣、牧原　信也、福原　寿也、神原　奈緒美、佐藤　郁夫、池上　千寿子
特定非営利活動法人ぷれいす東京

牧原　信也、福原　寿弥、生島　嗣、神原　奈緒美、池上　千寿子
特定非営利活動法人　ぷれいす東京
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仁木　絵里菜 1、渡邉　悠子 2、大木　幸子 3

杏林大学医学部付属病院 1、昭和大学病院 2、杏林大学保健学部 3

大野　まどか 1、岳中　美江 1,2、柏木　瑛信 1、白野　倫徳 1、伊達　直弘 1、野坂　祐子 1、
松浦　基夫 1、矢島　嵩 3、青木　理恵子 1、生島　嗣 3、市川　誠一 4

特定非営利活動法人 CHARM1、公益財団法人エイズ予防財団 2、特定非営利活動法人ぷれい
す東京 3、名古屋市立大学看護学部 4

455 279
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柿沼　章子 1、大槻　知子 2、高久　陽介 3、大平　勝美 1、生島　嗣 2、長谷川　博史 3

社会福祉法人はばたき福祉事業団 1、特定非営利活動法人ぷれいす東京 2、特定非営利活動法
人日本HIV 陽性者ネットワーク・ジャンププラス 3

井上　洋士 1、高久　陽介 2、矢島　嵩 2,3、戸ヶ里　泰典 1、山口　達 1、市川　誠一 4

放送大学 1、特定非営利活動法人日本HIV 陽性者ネットワーク・ジャンププラス 2、特定非営
利活動法人ぷれいす東京 3、名古屋市立大学 4
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三木田　馨 1、前田　卓哉 1、小野　岳史 2、宮平　靖 2、竹内　勤 3、川名　明彦 1、浅井　
隆志 3

防衛医科大学校内科学２（感染症・呼吸器）講座 1、防衛医科大学校 国際感染症学講座 2、
慶應義塾大学医学部 熱帯医学・寄生虫学教室 3

小林　泰一郎、田村　久美、山内　悠子、濱田　洋平、橋本　亜希、水島　大輔、西島　健、
木内　英、青木　孝弘、渡辺　恒二、本田　元人、矢崎　博久、田沼　順子、塚田　訓久、
本田　美和子、照屋　勝治、潟永　博之、菊池　嘉、岡　慎一
国立国際医療研究センター　エイズ治療・研究開発センター
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田頭　保彰、神戸　敏行、中村　朗
総合病院　国保旭中央病院　内科

佐々木　秀悟 1、柳澤　如樹 1、前田　一洋 2、菅沼　明彦 1、今村　顕史 1、高山　直秀 3、奥
野　良信 2、味澤　篤 1

がん・感染症センター都立駒込病院感染症科 1、阪大微生物病研究会観音寺研究所 2、がん・
感染症センター都立駒込病院小児科 3

458 282



一
般
演
題（
口
演
）2日

山内　悠子 1、柳沢　邦雄 2、西島　健 1、照屋　勝治 1、菊池　嘉 1、岡　慎一 1

国立国際医療研究センター　治療研究開発センター 1、群馬大学大学院　生体統御内科学／
医学部附属病院　血液内科 2

　 　

　

矢崎　博久、濱田　洋平、橋本　亜希、田村　久美、小林　泰一郎、山内　悠子、水島　大
輔、西島　健、木内　英、青木　孝弘、渡辺　恒二、本田　元人、田沼　順子、塚田　訓久、
本田　美和子、潟永　博之、照屋　勝治、菊池　嘉、岡　慎一
国立国際医療研究開発センターエイズ治療研究開発センター
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下川　千賀子 1、表　志穂 1、亀井　勝一郎 1、山田　三枝子 2,3、辻　典子 2,3、上田　幹夫 4

石川県立中央病院薬剤部 1、石川県立中央病院HIV 情報室 2、財団法人エイズ予防財団 3、石
川県立中央病院免疫感染症科 4

矢倉　裕輝 1、吉野　宗宏 1、櫛田　宏幸 1、上平　朝子 2、白阪　琢磨 2、桑原　健 3

独立行政法人国立病院機構大阪医療センター薬剤科 1、独立行政法人国立病院機構大阪医療セ
ンター感染症内科 2、独立行政法人国立病院機構南京都病院薬剤科 3
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矢嶋　敬史郎 1、上平　朝子 1、湯口　清徳 2、廣田　和之 1、米本　仁史 1、坂東　裕基 1、
小泉　祐介 1、大寺　博 1、富成　伸次郎 1、渡邊　大 1、葛下　典由 2、西田　恭治 1、三田
　英治 2、白阪　琢磨 1

国立病院機構大阪医療センター感染症内科 1、国立病院機構大阪医療センター消化器内科 2

矢倉　裕輝 1、吉野　　宗宏 1、櫛田　　宏幸 1、米本　　仁史 2、廣田　　和之 2、坂東　　裕基 2、
矢嶋　　敬史郎 2、小泉　　祐介 2、大寺　　博 2、富成　　伸次郎 2、渡邊　　大 2、西田　
　恭治 2、上平　　朝子 2、白阪　　琢磨 2、桑原　　健 3

独立行政法人国立病院機構大阪医療センター薬剤科 1、独立行政法人国立病院機構大阪医療セ
ンター感染症内科 2、独立行政法人国立病院機構南京都病院薬剤科 3
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古川　恵太郎 1、近澤　悠志 2、村松　　崇 2、清田　育男 2、大瀧　　学 2、四本　美保子 2、
尾形　享一 2、鈴木　隆史 2、天野　景裕 2、山元　泰之 2、福武　勝幸 2

東京医科大学病院　卒後臨床研修センター 1、東京医科大学病院　臨床検査医学科 2

川上　公宏 1、宮川　真澄 2、鶴見　恵子 3、松岡　亮仁 1、脇　正人 1

香川県立中央病院　血液内科 1、香川県立中央病院　薬剤部 2、香川県立中央病院　北 11病
棟 3
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菊池　嘉 1、遠藤　知之 2、宮城島　拓人 3、伊藤　俊広 4、中村　仁美 5、田邊　嘉也 6、上
田　幹夫 7、横幕　能行 8、渡邊　大 9、藤井　輝久 10、南　留美 11、健山　正男 12

国立国際医療研究センター　エイズ治療・研究開発センター 1、北海道大学病院 2、独立行政
法人勤労者福祉機構釧路労災病院 3、国立病院機構仙台医療センター 4、東京大学医科学研究
所 5、新潟大学病院 6、石川県立中央病院 7、国立病院機構名古屋医療センター 8、国立病院
機構大阪医療センター 9、広島大学病院 10、国立病院機構九州医療センター 11、琉球大学大
学院医学部 12

Lihana　Raphael1、Lwembe　Raphael2、Bi　Xiuqiong1、Ishizaki　Azumi1、Ichimura　
Hiroshi1

Department of Viral Infection and International Health, Graduate School of Medical Science, 
Kanazawa University1、Kenya Medical Research Institute2
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日笠　聡 1、桑原　健 2、小島　賢一 3、白阪　琢磨 4

兵庫医科大学血液内科 1、国立病院機構南京都病院薬剤科 2、荻窪病院血液科 3、国立病院機
構大阪医療センター感染症内科 4

土 屋　 菜 歩 1,2、Pathipvanich　Panita3、Wichukchinda　Nuanjun4、Sawanpanyalert　
Pathom4、有吉　紅也 1,2

長崎大学熱帯医学研究所臨床感染症分野 ( 熱研内科）1、長崎大学グローバル COE プログラム
2、ランパン病院デイケアセンター 3、タイ国立衛生研究所 4
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小島　賢一 1、桑原　健 2、日笠　聡 3、白阪　琢磨 4

荻窪病院血液科 1、国立病院機構南京都病院薬剤科 2、兵庫医科大学血液内科 3、国立病院機
構大阪医療センター感染症内科 4

桑原　健 1、小島　賢一 2、日笠　聡 3、白阪　琢磨 4

国立病院機構南京都病院　薬剤科 1、荻窪病院　血液科 2、兵庫医科大学病院　血液内科 3、
国立病院機構大阪医療センター　感染症内科 4
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中村　真依 1、土屋　亮人 2、林田　庸総 2、増田　純一 1、千田　昌之 1、潟永　博之 2、水
野　宏一 1、菊池　嘉 2、三上　二郎 1、岡　慎一 2

独立行政法人国立国際医療研究センター病院薬剤部 1、独立行政法人国立国際医療研究セン
ターエイズ治療・研究開発センター 2

桜庭　尚哉 1、戸上　陽子 1、柳　富子 2

社会保険中央総合病院臨床検査部 1、社会保険中央総合病院内科 2
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須藤　弘二 1、吉野　宗宏 2、桑原　健 3、白阪　琢磨 2、加藤　真吾 1

慶應義塾大学 医学部 微生物学・免疫学教室 1、独立行政法人国立病院機構 大阪医療センタ
ー 2、独立行政法人国立病院機構 南京都病院 3

安楽　健作 1、大塚　雅巳 2、藤田　美歌子 3

熊本保健科学大学保健科学部医学検査学科 1、熊本大学大学院生命科学研究部生体機能分子合
成学分野 2、熊本大学薬学部附属創薬研究センター 3
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魚田　慎 1、Nguyen 　Huu Tung2、吉仲　由之 1、神奈木　真里 3、正山　征洋 2、山岡　昇
司 1

東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科ウイルス制御学 1、長崎国際大学薬学部薬品資源
学 2、東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科免疫治療学 3

工藤　恵理子 1、谷本　周穂 2、田浦　学 1、高橋　大介 2、戸嶋　一敦 2、岡田　誠治 1

熊本大学エイズ学研究センター 1、慶應義塾大学理工学部応用化学科 2

468 292
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新井　啓之 1,2、鳴海　哲夫 1、吉村　和久 3、原田　恵嘉 3、野村　渉 1、松下　修三 3、玉村
　啓和 1,2

東京医科歯科大学生体材料工学研究所 1、東京医科歯科大学疾患生命科学研究部 2、熊本大学
エイズ学研究センター 3

鳴海　哲夫 1、新井　啓之 1、吉村　和久 2、原田　恵嘉 2、野村　渉 1、松下　修三 2、玉村　
啓和 1

東京医科歯科大学生体材料工学研究所 1、熊本大学エイズ学研究センター 2
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柳田　浩志 1、横田　瑞穂 1、尾潟　将一 1、浦野　恵美子 2、市川　玲子 2、村上　努 2、駒
野　淳 2、星野　忠次 1

千葉大学大学院　薬学研究院　薬品物理化学研究室　1、国立感染研研究所　エイズ研究セ
ンター 2

薛　光愛 1、 Muhammad　Atif Zahoor1,2、間　陽子 1

理化学研究所　分子ウイルス学特別研究ユニット 1、JSPS 外国人特別研究員 2
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岩見　真吾 1,2,3、佐藤　佳 3、小柳　義夫 3

日本科学技術振興機構（JST）さきがけ 1、東京大学大学院数理科学研究科 2、京都大学ウイ
ルス研究所 3

村上　知行 1,2、間　陽子 1,2

理化学研究所 分子ウイルス学特別研究ユニット 1、東京大学大学院 新領域創成科学研究科 感
染制御分子機能解析分野 2

471 295
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Roy　Chandra Nath1、鈴木　康弘 1、今村　淳治 2、権田　幸祐 3、潟永　博之 4、
大内　憲明 3

東北大学　大学院医学系研究科　感染病態学 1、国立病院機構　名古屋医療センター 2、東北
大学　大学院医学系研究科　ナノ医科学寄附講座 3、国立国際医療研究センター　エイズ治
療・研究開発センター 4

井尾　克宏 1、新堂　啓祐 1、泉　泰輔 1,2、松井　道 1、篠原　正信 1、阪本　貴士 1、多田　浩平 1、
西澤　　正俊 1、小林　正行 1、高折　晃史 1

京都大学大学院医学研究科 血液・腫瘍内科 1、財団法人エイズ予防財団　2
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緒方　陽子 1、大津家　裕仁 1、Philip Mwimanzi1、徳永　美知代 1、Makle　Tristan2、三浦
　聡之 4、Bruce  Walker3、Zabrina　Brumme2、Mark 　Brockman2、上野　貴将 1

熊本大学エイズ学研究センター 1、Simon Fraser University, Canada2、Ragon Institute, 
USA3、東京大学 4

感染者のごく少数は、薬剤治療なしに自発的に 複製を極めて低レベルに維持して
おり、 と呼ばれる。 には を有する人が有意に多いなど
宿主免疫系の関与を示唆する例が多く報告されているが、宿主免疫系では説明できない症
例も多く、自発的な 複製制御を担うメカニズムは明らかではない。 は 病原性
に影響する因子と知られており、ウイルスレセプターなどの発現抑制を通じて、生体内で
のウイルス複製の維持に働くと考えられている。そこで、我々は、 における 機能の
特徴を明らかにするため、北米地域の約 例の から、血漿ウイルスを分離して、
遺伝子を増幅、クローニングし、遺伝子と蛋白質機能の解析を行った。その際、比較対象
として同地域の約 例の慢性病態進行者（ ）から同様に検体を採
取し解析に供した。まずクローニングした 遺伝子の系統樹解析を行ったところ、特徴
的な亜集団の形成は認められず、遺伝子配列で と を特徴づけることはできなかった。
また、これまでに知られている の機能性領域のアミノ酸配列は、 に関わらず、
よく保存されており、アミノ酸配列から機能的欠損を推測するには至らなかった。そこで、
発現プラスミドを細胞株に導入して、ウイルスレセプター（ ）の

発現抑制作用を解析した。その結果、ほぼすべての で によるウイルスレセプター
の発現抑制作用を認めた。しかしながら、その活性のレベルを 由来の と比較した
ところ、 由来 では顕著に機能が弱いことが明らかとなった。以上のことから、
では、 に共通した構造上の特徴は認められないながらも、少なくともその機能の一部が
減弱化されており、低レベルのウイルス複製維持に寄与するものと示唆された。

Philip　Mwimanzi1、Markle　Tristan2、 徳永　美知代 1、三浦　聡之 3、Martin　Eric2、
Pereyra　Florencia4、Walker　Bruce4、Brumme　Zabrina2、Brockman　Mark2、上野　貴
将 1

熊本大学エイズ学研究センター 1、Simon Fraser University,BC,CA2、東京大学 3、Ragon 
Institute,MGH,MA,USA4
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橋本　倫拓、千原　隆、鈴　伸也
熊本大学エイズ学研究センター

山本　博之 1、岡本　学 2、生島　嗣 3、伊賀　陽子 4、友田　安政 5、樋口　綾 6、舩附 　祥子 7、
加藤　由樹 8

田園調布学園大学 1、独立行政法人国立病院機構大阪医療センター 2、特定非営利活動法人ぷ
れいす東京 3、兵庫医科大学病院 4、横浜市立大学病院 5、沼津市立病院 6、広島大学病院 7、
相模女子大学 8
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成田　清子、高岡　勝利、菅沢　明美、高橋　晴代、関　義信
新潟県立新発田病院　HIV 委員会

関矢　早苗 1、野本　和美 1、柳澤　如樹 2、菅沼　明彦 2、今村　顕史 2、味澤　篤 2

がん・感染症センター都立駒込病院  看護部 1、がん・感染症センター都立駒込病院　感染症
科 2
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森　尚義 1、増田　友紀 2、石田　三保 2、上田　あすか 1、谷口　晴記 3

三重県立総合医療センター薬剤部 1、三重県立総合医療センター地域連携室 2、三重県立総合
医療センター産婦人科 3

矢羽々　みえ子、伊藤　廣美
旭川医科大学病院　看護部　外来ナースステーション
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高橋　佳子 1,2、池田　和子 1、今井　公文 3、潟永　博之 1、金沢　吉展 4、岡　慎一 1

独立行政法人国立国際医療研究センター病院エイズ治療・研究開発センター 1、財団法人エ
イズ予防財団 2、独立行政法人国立国際医療研究センター病院精神科 3、明治学院大学心理
学部 4
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）30日 中野　雄介 1、前田　洋助 1、遊佐　敬介 2、原田　信志 1

熊本大学大学院生命科学研究部感染防御学分野 1、国立医薬品食品衛生研究所生物薬品部ウ
イルス安全研究室 2

萩原　恭二 1、村上　知行 1,2、石井　英樹 3、近藤　恭光 4、本田　香織 4、長田　裕之 4、横
田　恭子 5、鈴木　正昭 3、間　陽子 1,2

理化学研究所　分子ウイルス学特別研究ユニット 1、東京大学大学院　新領域創成科学研究
科　感染制御分子機能解析分野　2、理化学研究所　分子イメージング創薬化学研究チーム 3、
理化学研究所　ケミカルバイオロジー研究基盤施設 4、国立感染症研究所　免疫部 5

478 302



一
般
演
題（
ポ
ス
タ
ー
）30日原田　圭輔 1、高宗　暢暁 1、山本　充奈美 1、入坂　由香梨 1、杉本　幸彦 1、庄司　省三 1,2、

三隅　将吾 1

熊本大学大学院生命科学研究部　薬学生化学分野 1、熊本保健科学大学 2

浦野　恵美子、宮内　浩典、滝澤　万里、市川　玲子、駒野　淳
国立感染症研究所　エイズ研究センター

479 303



一
般
演
題（
ポ
ス
タ
ー
）30日 高馬　卓也 1,3、鶴野　親是 1,3、大江　賢治 2、倉光　球 1、高浜　洋一 3、浜口　行雄 3、浜

口　功 1、大隈　和 1

国立感染症研究所血液・安全性研究部 1、藤田保健衛生大学総合医科学研究所 2、シスメック
ス株式会社 3

阿部　真、西辻　裕紀、谷口　善則、渡邉　宇裕、高久　洋
千葉工業大学大学院工学研究科生命環境科学専攻

480 304



一
般
演
題（
ポ
ス
タ
ー
）30日吉田　いづみ、任　鳳蓉、田中　博

東京医科歯科大学大学院疾患生命科学研究部

尾崎　太郎 1、浦野　恵美子 2、鳴海　哲夫 1、野村　渉 1、Maddali　Kasthuraiah3、Pommier
　Yves3、山本　直樹 4、駒野　淳 2、玉村　啓和 1

東京医科歯科大学・生体材料工学研究所 1、国立感染症研究所・エイズ研究センター 2、
National Cancer Institute, National Institutes of Health3、Yong Loo Lin School of Medicine, 
National University of Singapore 4

481 305



一
般
演
題（
ポ
ス
タ
ー
）30日

三木　茂 1、小林　雅典 1、関　貴弘 1、吉永　智一 1、佐藤　彰彦 1、藤原　民雄 2

塩野義製薬株式会社　創薬・疾患研究所 1、塩野義製薬株式会社　GLOBAL DEVELOPMENT 
OFFICE2

田　雨時 1、川下　理日人 1,2、岡本　晃典 1、Chris　Verathamjamras2、安永　照雄 2、生田
　和良 2、亀岡　正典 2、高木　達也 1

大阪大学大学院薬学研究科 1、大阪大学微生物病研究所 2

482 306



一
般
演
題（
ポ
ス
タ
ー
）30日石毛　真行 1,2、寺原　和孝 1、渋沢　謙太郎 1,3、光木　裕也 1,3、池野　翔太 4、小林　和夫 1、

岡田　誠治 2、横田（恒次）　恭子 1

国立感染症研究所　免疫部 1、熊本大学エイズ学研究センター　岡田プロジェクト 2、エイズ
予防財団 3、北里大学　4

志村　和也 1、大石　真也 2、藤井　信孝 2、松岡　雅雄 1

京都大学ウイルス研究所 ウイルス制御研究領域 1、京都大学大学院薬学研究科 ケモゲノミク
ス分野 2

483 307



一
般
演
題（
ポ
ス
タ
ー
）30日 長島　真美、新開　敬行、尾形　和恵、吉田　勲、原田　幸子、清水　美穂、林　志直、貞

升　健志、甲斐　明美
東京都健康安全研究センター　微生物部

Neil　Tan Gana、Onuki　Tomohiro、Victoriano　Ann Florence、Hibi　Yurina、Miyuki 　
Sakai、Uranishi　Hiroaki、Asamitsu　Kaori、Okamoto　Takashi
名古屋市立大学大学院医学研究科 細胞と分子生物学科分子医学研究所

484 308



一
般
演
題（
ポ
ス
タ
ー
）30日坂東　裕基、廣田　和之、米本　仁史、矢嶋　敬史郎、小泉　祐介、大寺　博、富成　伸次郎、

渡邊　大、西田　恭治、上平　朝子、白阪　琢磨
国立病院機構大阪医療センター感染症内科

喜安　純一、高濱　宗一郎、南　留美、山本　政弘
独立行政法人 国立病院機構 九州医療センター 免疫感染症内科

485 309



一
般
演
題（
ポ
ス
タ
ー
）30日 佐藤　秀憲 1、大亀　路生 1、安達　英輔 1、菊地　正 1、清水　少一 1、宮崎　菜穂子 1、古

賀　道子 2、中村　仁美 2、鯉渕　智彦 1、三浦　聡之 2、藤井　毅 1、岩本　愛吉 1,2

東京大学医科学研究所附属病院感染免疫内科 1、東京大学医科学研究所先端医療研究センタ
ー感染症分野 2

小泉　祐介 1,2、南口　仁志 1、木藤　克之 1、程原　佳子 1、藤山　佳秀 1

滋賀医科大学血液内科 1、国立病院機構大阪医療センター 2

486 310



一
般
演
題（
ポ
ス
タ
ー
）30日齊藤　弘樹、芦野　有悟、服部　俊夫

東北大学病院感染症科

小島　洋子 1、川畑　拓也 1、森　治代 1、谷口　恭 2、井戸田　一朗 3

大阪府立公衆衛生研究所感染症部ウイルス課 1、太融寺町谷口医院 2、しらかば診療所 3

487 311



一
般
演
題（
ポ
ス
タ
ー
）30日 森岡　悠、柳澤　如樹、菅沼　明彦、今村　顕史、味澤　篤

がん・感染症センター　都立駒込病院

白阪　琢磨 1、日笠　聡 2、岡　慎一 3、川戸　美由紀 4、橋本　修二 4、吉崎　和幸 5、福武　
勝幸 6

国立病院機構大阪医療センター　HIV/AIDS 先端医療開発センター 1、兵庫医科大学病院　血
液内科 2、国立国際医療研究センター病院　エイズ治療・研究開発センター 3、藤田保健衛生
大学　医学部　衛生学 4、大阪大学大学院工学研究科　応用化学専攻　（物質機能化学コース）
　免疫医科学グループ 5、東京医科大学　臨床検査医学 6

488 312



一
般
演
題（
ポ
ス
タ
ー
）30日市田　裕之 1、松本　美由紀 2、豊島　裕子 2、白野　倫徳 3、後藤　哲志 3

大阪市立総合医療センター薬剤部 1、大阪市立総合医療センター看護部 2、大阪市立総合医療
センター感染症センター 3

國本　雄介 1、任田　宜史 1、岡崎　正子 1、中田　浩雅 1、野田　師正 1、村上　則子 2、佐々
木　祐子 2、最上　いくみ 2、谷中　みゆき 3、吉村　真生子 3、安井　寛 4、石田　禎夫 4、宮
本　篤 1

札幌医科大学附属病院薬剤部 1、札幌医科大学附属病院看護部 2、札幌医科大学附属病院患者
サービスセンター 3、札幌医科大学附属病院第一内科 4

489 313



一
般
演
題（
ポ
ス
タ
ー
）30日 山口　敏行、筋野　恵介、樽本　憲人

埼玉医科大学医学部感染症科・感染制御科

森　尚義 1、上田　あすか 1、谷口　晴記 2

三重県立総合医療センター薬剤部 1、三重県立総合医療センター産婦人科 2

490 314



一
般
演
題（
ポ
ス
タ
ー
）30日柴田　雅章 1、福島　直子 1、高橋　昌明 1、野村　敏治 1、今村　淳治 2、横幕　能行 2、杉

浦　亙 2

国立病院機構名古屋医療センター　薬剤科 1、名古屋医療センター エイズ治療開発センター
2

大久保　奈美 1、高橋　昌明 1、木下　枝里 1、柴田　雅章 1、福島　直子 1、野村　敏治 1、泉
田　真生 2、今村　淳治 2、横幕　能行 2、杉浦　亙 2

国立病院機構　名古屋医療センター　薬剤科 1、国立病院機構　名古屋医療センター　エイズ
治療開発センター 2

491 315



一
般
演
題（
ポ
ス
タ
ー
）30日 尾崎　淳子 1、山本　崇 1、深津　祥央 1、矢野　育子 1、桂　敏也 1、小林　正行 2、高折　

晃史 2

京都大学医学部附属病院薬剤部 1、京都大学大学院医学研究科血液・腫瘍内科学 2

上平 　朝子 1、吉野　宗宏 2、渡邊　大 1、櫛田　宏幸 2、矢倉　裕輝 2、廣田　和之 1、米本
　仁史 1、板東　裕基 1、矢嶋　敬史郎 1、小泉　祐介 1、大寺　博 1、富成　伸次郎 1、西田　
恭治 1、白阪　琢磨 1,3

独立行政法人国立病院機構　大阪医療センター　感染症内科 1、独立行政法人国立病院機構　
大阪医療センター 薬剤部 2、HIV/AIDS 先端医療開発センター 3

492 316



一
般
演
題（
ポ
ス
タ
ー
）30日佐野　俊彦 1、河内　大和 1、後藤　総太郎 1、朽木　絵美 1、今村　顕史 2、菅沼　明彦 2、

柳澤　如樹 2、味澤　篤 2

東京都立駒込病院薬剤科 1、東京都立駒込病院感染症科 2

登　佳寿子 1、巽　弥生 1、石川　隆之 2、橋田　亨 1

神戸市立医療センター中央市民病院　薬剤部 1、神戸市立医療センター中央市民病院　免疫血
液内科 2

493 317



一
般
演
題（
ポ
ス
タ
ー
）30日 横幕　能行 1、鬼頭　優美子 1、今村　淳冶 1、大出　裕高 1,2、服部　純子 1,2、伊部　史朗 1、

岩谷　靖雅 1、杉浦　亙 1

名古屋医療センターエイズ治療開発センター 1、エイズ予防財団リサーチレジデント 2

南宮　湖 1、長谷川　直樹 2、小林　芳夫 3、加藤　真吾 4、小谷　宙 5、戸蒔　祐子 2、別役　
智子 1、岩田　敏 2、根岸　昌功 6

慶應義塾大学呼吸器内科 1、慶應義塾大学感染制御センター 2、慶應義塾大学中央臨床検査部 3、
慶應義塾大学微生物学・免疫学教室 4、慶應義塾大学薬剤部 5、ねぎし内科診療所 6

494 318



一
般
演
題（
ポ
ス
タ
ー
）30日筋野　恵介、樽本　憲人、山口　敏行

埼玉医科大学医学部感染症科・感染制御科

川戸　美由紀 1、橋本　修二 1、岡　慎一 2、吉崎　和幸 3、福武　勝幸 4、日笠　聡 5、白阪　
琢磨 6

藤田保健衛生大学 医学部 衛生学 1、国立国際医療研究センター病院 エイズ治療・研究開発セ
ンター 2、大阪大学大学院工学研究科 応用化学専攻（物質機能化学コース） 免疫医科学グル
ープ 3、東京医科大学 医学部 臨床検査医学 4、兵庫医科大学病院 血液内科 5、国立病院機構
大阪医療センター HIV/AIDS 先端医療開発センター 6

495 319



一
般
演
題（
ポ
ス
タ
ー
）30日 大亀　路生 1、佐藤　秀憲 1、安達　英輔 1、菊池　正 1、清水　少一 1、宮崎　菜穂子 2、古

賀　道子 2、中村　仁美 2、鯉渕　智彦 1、三浦　聡之 1、藤井　　毅 1、岩本　愛吉 1,2

東京大学医科学研究所附属病院感染免疫内科 1、東京大学医科学研究所先端医療研究センタ
ー感染症分野 2

山岸　拓也 1、立川　夏夫 2、吉村　幸浩 2、倉井　華子 2、岩室　紳也 3、大山　卓昭 4、八幡
　裕一郎 4、今井　博久 5、中尾　裕之 5

国立感染症研究所細菌第二部 1、横浜市立市民病院感染症内科 2、厚木市立病院泌尿器科 3、
国立感染症研究所感染症情報センター 4、国立保健医療科学院疫学部 5

496 320



一
般
演
題（
ポ
ス
タ
ー
）30日Akane 　Futami

聖母大学看護学部

布施　千恵、永野　勝稔、永嶋　良之、藤原　悠、神田　浩路、新井　明日奈、大林　由英、
玉城　英彦
北海道大学大学院医学研究科国際保健医学分野

497 321



一
般
演
題（
ポ
ス
タ
ー
）30日 林　滋 1,2、大野　聖子 1、白野　倫徳 3、高畑　　吉博 4、木下　　浩一 5,6、神崎　清一 7、

高折　　晃史 8

京都第一赤十字病院 1、立命館大学大学院テクノロジー・マネジメント研究科 2、大阪市立総
合医療センター感染症センター 3、ＰＬＡＮＥＴ（ＨＩＶと共に生きる会）4、ＣＨＡＲＭ 5、
ヴィーブヘルスケア 6、京都ＹＭＣＡ 7、京都大学大学院医学研究科　血液・腫瘍内科 8

福島　直子 1、柴田　雅章 1、木下　枝里 1、大久保　奈美 1、高橋　昌明 1、野村　敏治 1、
横幕　能行 2、杉浦　亙 2

国立病院機構名古屋医療センター薬剤科 1、国立病院機構名古屋医療センターエイズ治療開発
センター 2

498 322



一
般
演
題（
ポ
ス
タ
ー
）30日

熊谷　祐子 1、佐保　美奈子 2、古山　美穂 2、工藤　里香 3、豊田　百合子 4、畑井　由美子
4、泉　柚岐 5、下司　有加 6、白阪　琢磨 6、飯沼　恵子 7、澤口　智登里 8、王　美麗 9、繁
内　幸治 10、須見　彰 11

医療法人のぞみ会新大阪病院 1、大阪府立大学看護学部 2、兵庫医療大学看護学部 3、（社）
大阪府看護協会 4、清翠会牧病院 5、国立病院機構大阪医療センター 6、大阪府池田保健所 7、
大阪市保健所 8、大阪市立総合医療センター 9、BASE　KOBE10、ピープルズ・ホープ・ジャ
パン 11

佐保　美奈子 1、古山　美穂 1、中澤　舞 2、中嶋　岳志 3、高橋　恭一 4、上島　麗奈 5、
下原　麻実 6

大阪府立大学看護学部 1、国立病院機構大阪南医療センター 2、大阪府立精神医療センター 3、
大阪府立急性期医療センター 4、横浜市立大学附属病院 5、財団法人田附興風会医学研究所北
野病院 6

499 323



一
般
演
題（
ポ
ス
タ
ー
）30日

緒方　釈 1、江崎　百美子 1、木村　亜由美 1、宮川　寿一 2、松下　修三 3、満屋　裕明 4

熊本大学医学部付属病院 1、熊本大学医学部付属病院血液内科・感染免疫診療部 2、熊本大学
エイズ学研究センター病態制御分野 3、熊本大学大学院生命科学研究部血液内科学 4

松本　美由紀、豊島　裕子
大阪市立総合医療センター

500 324



一
般
演
題（
ポ
ス
タ
ー
）30日

倉谷　昂志 1,2、廣常　秀人 1、安尾　利彦 1、大谷　ありさ 1、仲倉　高広 1、森田　眞子 1、
藤本　恵里 1、宮本　哲雄 1,2、西川　歩美 1,3、上平　朝子 1、白阪　琢磨 1

( 独 ) 国立病院機構大阪医療センター 1、( 公財 ) エイズ予防財団リサーチ・レジデント 2、ネ
ットワーク医療と人権 3

辻　麻理子 1、大城　市子 2、吉元　なるよ 2、井村　弘子 3、渡久山　朝裕 3、今村　葉子 4、
飯田　昌子 4、浅井　いづみ 5、徳田　由香 5、柳田　哲弘 6、大嶋　美登子 7、江崎　百美子 8、
緒方　釈 8、青山　のぞみ 9、才津　文子 9、堀川　悦夫 9、松島　淳 9、長浦　由紀 10、村上
　ゆき 11、阪木　淳子 12、山本　政弘 1

NHO九州医療センター 1、琉球大学医学部付属病院 2、沖縄県福祉保健部 3、鹿児島大学病院
4、宮崎県立宮崎病院 5、宮崎県福祉保健部 6、大分県福祉保健部 7、熊本大学医学部付属病院 8、
佐賀大学医学部付属病院 9、長崎大学病院 10、九州大学病院 11、産業医科大学病院 12

501 325



一
般
演
題（
ポ
ス
タ
ー
）30日 玉野　緋呂子 1、新美　寛正 1、伊藤　琢生 1、沖川　佳子 1、木村　朗子 1、竹林　実 1、鵜

池　俊令 1、西澤　修一 1、森貞　尚之 1、満井　尚子 1、谷保　智美 1、西巻　美幸 1、下高
　美和 1、倉澤　和枝 1、富原　寿恵 1、貫目　志保 1、河野　ゆか 1、田部　　佳子 1、折本
　陽一 1、甲斐　亜弥子 1、高田　昇 2

独立行政法人国立病院機構呉医療センター 1、広島文化学園大学 2

石原　正志 1、鶴見　寿 2,3、鶴見　広美 2、永野　淳二 3、兼村　信宏 3、林　寛子 1、笠原　千嗣 2,3、
後藤　尚絵 2、伊藤　善規 1、森脇　久隆 3

岐阜大学医学部附属病院　薬剤部 1、岐阜大学医学部附属病院　エイズ対策推進センター 2、
岐阜大学医学部　第一内科 3

一
般
演
題（
ポ
ス
タ
ー
）1日
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般
演
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ポ
ス
タ
ー
）1日

和田　達彦、東野　俊洋、高山　洋子、廣畑　俊成
北里大学医学部　膠原病感染内科

桑原　健 1、矢倉　裕輝 2、吉野　宗宏 2、上平　朝子 3、白阪　琢磨 3、杉浦　亙 4,5

国立病院機構南京都病院薬剤科 1、国立病院機構大阪医療センター薬剤科 2、国立病院機構大
阪医療センター感染症内科 3、国立病院機構名古屋医療センター臨床研究センター 4、名古屋
大学大学院医学系研究科免疫不全統御学 5

503 327
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般
演
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タ
ー
）1日

永野　大輔 1,2、荒木　拓也 1、柳沢　邦雄 3、小川　孔幸 3、林　俊誠 3、馬渡　桃子 4、合田
　史 5、内海　英貴 3、野島　美久 3、中村　智徳 1,2、山本　康次郎 1,2

群馬大学大学院医学系研究科臨床薬理学 1、群馬大学医学部附属病院薬剤部 2、群馬大学大学
院医学系研究科生体統御内科学 3、国立病院機構西群馬病院血液内科 4、国立病院機構高崎総
合医療センター総合診療科 5

山本　裕佳 1、能島　初美 1、宮田　勝 2、高木　純一郎 2、山田　三枝子 3,4、辻　典子 3,4、上
田　幹夫 5、前田　憲昭 6

石川県立中央病院歯科技術室 1、石川県立中央病院歯科口腔外科 2、石川県立中央病院 3、エ
イズ予防財団 4、石川県立中央病院免疫感染症科 5、( 社 ) 皓歯会 6

504 328
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般
演
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ー
）1日

菱田　純代 1、宇佐美　雄司 1、遠矢　東剛 1、喜多　さやか 1、横幕　能行 2

国立病院機構　独立行政法人名古屋医療センター　歯科口腔外科 1、国立病院機構　独立行
政法人名古屋医療センター　感染症科 2

渡邉　珠代、舟田　久
富山大学附属病院感染症治療部

505 329



一
般
演
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ポ
ス
タ
ー
）1日

柳沢　邦雄 1、小川　孔幸 1、林　俊誠 1、馬渡　桃子 2、合田　史 3、内海　英貴 1、野島　美久 1、
永野　大輔 4,5、荒木　拓也 4、中村　智徳 4,5、山本　康次郎 4,5

群馬大学大学院　生体統御内科学／群馬大学医学部附属病院　血液内科 1、国立病院機構　
西群馬病院　2、国立病院機構　高崎総合医療センター 3、群馬大学大学院　臨床薬理学 4、
群馬大学医学部付属病院　薬剤部 5

窪田　和雄、諸岡　都、岡崎　百子、伊藤　公輝、南本　亮吾、田沼　順子、本田　美和子、
照屋　勝治、菊池　嘉、岡　慎一
国立国際医療研究センター

506 330
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ー
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岡本　実佳 1、張　旭 2,3、濱崎　隆之 1、外山　政明 1、隅田　泰生 2,3、馬場　昌範 1

鹿児島大学大学院医歯学総合研究科　附属難治ウイルス病態制御研究センター　1、鹿児島
大学大学院理工学研究科 2、（株）スディックスバイオテック 3

諸岡　都 1、窪田　和雄 1、南本　亮吾 1、岡崎　百子 1、伊藤　公輝 1、岡　慎一 2、菊池　嘉 2、
田沼　順子 2、照屋　勝治 2、本田　美和子 2

独立行政法人国立国際医療研究センター病院　放射線科核医学 1、独立行政法人国立国際医療
研究センター病院　エイズ治療・研究開発センター 2

507 331
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般
演
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ー
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岡本　愛 1、西宮　達也 1、谷口　裕美 1、高田　清式 2、村上　雄一 3、長谷川　均 3、
安川　正貴 3、井門　敬子 4、藤原　光子 5

愛媛大学医学部附属病院　検査部 1、同　総合臨床センター 2、同　第一内科 3、同　薬剤部 4、
同　看護部 5

松島　紫乃 1、治田　匡平 1、森崎　登志子 2、小西　満 3、宇野　健司 3、善本　英一郎 3、三
笠　桂一 3、森田　幸子 1、北　啓二 1、宇野　雅之 1

奈良県立医科大学附属病院薬剤部 1、奈良県立医科大学附属病院看護部 2、奈良県立医科大学
感染症センター 3

508 332
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般
演
題（
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）1日

冨島　公介 1、竹松　茂樹 1、川戸　順之 1、小林　勝昭 1、藤井　希代子 2、三枝　時子 2、
望月　吉郎 3

独立行政法人国立病院機構姫路医療センター薬剤科 1、独立行政法人国立病院機構姫路医療
センター看護部 2、独立行政法人国立病院機構姫路医療センター呼吸器内科 3

野毛　一郎 1、森下　和美 1、吉田　康秀 2、芹沢　むつ子 5、山本　里佳 3、樋口　綾 3、落合
　慶子 3、紅林　洋子 4

沼津市立病院薬剤部 1、沼津市立病院呼吸器内科 2、沼津市立病院ソーシャルワーカー 3、沼
津市立病院臨床心理士 4、沼津市立病院看護部 5

509 333
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丸山　笑里佳 1、横幕　能行 2、松岡　亜由子 2、服部　純子 2、杉浦　亙 2

名古屋医療センター、エイズ予防財団リサーチレジデント 1、名古屋医療センター エイズ治
療開発センター 2

安達　英輔 1、大亀　路生 1、佐藤　秀憲 1、今井　健太郎 1、清水　少一 1、菊地　正 1、
古賀　道子 2、中村　仁美 2、宮崎　菜穂子 1、三浦　聡之 2、鯉渕　智彦 1、藤井　毅 1、
岩本　愛吉 1,2

東京大学医科学研究所附属病院感染免疫内 1、東京大学医科学研究所先端医療研究センター感
染症分野 2

510 334
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中拂　一彦、千葉　明生、河野　真二、加藤　哲朗、佐藤　文哉、堀野　哲也、中澤　靖、
吉田　正樹、堀　誠治
東京慈恵会医科大学附属病院感染制御部

鳥海　真也 1、堀場　昌英 2、増田　貴史 2、中澤　一治 1、岡本　秀樹 1、松本　淳ニ 1、松倉
　範明 1、小林　恵子 1、庄司　優 3

国立病院機構東埼玉病院薬剤科 1、国立病院機構東埼玉病院呼吸器内科 2、明治薬科大学薬効
学研究室 3

511 335
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ー
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柳澤　如樹 1、安藤　稔 2、菅沼　明彦 1、今村　顕史 1、味澤　篤 1

がん・感染症センター都立駒込病院感染症科 1、がん・感染症センター都立駒込病院腎臓内
科 2

芦野　有悟、齊藤　弘樹、服部　俊夫
東北大学病院　感染症科　

512 336
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演
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齊藤　誠司 1、鍵浦　文子 2、藤井　輝久 1、高田　昇 3、木村　昭郎 4

広島大学病院  輸血部 /エイズ医療対策室 1、広島大学病院　エイズ医療対策室 2、広島文化学
園大学　看護学部　看護学科 3、広島大学　血液内科 4

渡邊　大 1,2、上平　朝子 2、白阪　琢磨 1,2、味澤　篤 3、今村　顕史 3、菅沼　明彦 3、濱口　元洋 4、
横幕　能行 5、南　留美 6、高濱　宗一郎 6、白野　倫徳 7、後藤　哲志 7

国立病院機構大阪医療センター臨床研究センターエイズ先端医療研究部 1、国立病院機構大阪
医療センター感染症内科 2、がん・感染症センター都立駒込病院感染症科 3、愛知県赤十字血
液センター 4、独立行政法人国立病院機構名古屋医療センターエイズ治療開発センター 5、独
立行政法人国立病院機構九州医療センター免疫感染症科 6、大阪市立総合医療センター感染症
センター 7

513 337
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ー
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福田　寛文 1、和田　秀穂 1、徳永　博俊 1、定平　吉都 2、杉原　尚 1

川崎医科大学血液内科学 1、同　病理学 12

石塚　さゆり 1,2、川口　玲 1、内山　正子 1、田邊　嘉也 1

新潟大学医歯学総合病院感染管理部 1、公益財団法人エイズ予防財団リサーチ・レジデント 2

514 338
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演
題（
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）1日

柳瀬　未季 1、吉田　直子 1、坪井　宏仁 1、木村　和子 1、加藤　真吾 2

金沢大学医薬保健研究域薬学系　国際保健薬学 1、慶応義塾大学医学部　微生物学・免疫学
教室 2

金井　信一郎 1、北野　喜良 2、牛木　淳人 1、松田　幸子 2、小林　和代 2、長谷川　直子 2、
宮澤　淑子 2、小竹　美千穂 1、小林　裕子 1、土屋　広行 1

信州大学医学部附属病院 1、国立病院機構まつもと医療センター 2

515 339
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ー
）1日

川添　昌之、桜井　健司、大釜　正希、大郷　宏基、右田　麻里子、塩入　康史、高橋　礼
子
特定非営利活動法人HIV と人権・情報センター

田中　千枝子、鈴木　由美子
日本福祉大学社会福祉学部

516 340
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演
題（
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神谷　英美子 1,2、Carol　Dawson-Rose1

University of California, San Francisco1、Asian and Pacific Islander Wellness Center2

嶋田　憲司 1、大石　敏寛 2、河口　和也 3、飯塚　信吾 1、太田　昌二 1、藤部　荒術 1

特定非営利活動法人動くゲイとレズビアンの会 1、せかんどかみんぐあうと 2、広島修道大学
3

517 341
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辻　典子 1,9、田村　恵子 2,9、鈴木　智子 3,9、須貝　恵 4,9、小塚　雅子 5、井内　亜紀子 6,9、
濱本　京子 7,9、吉用　緑 8,9、山本　政弘 8

石川県立中央病院 1、北海道大学病院 2、仙台医療センター 3、新潟大学医歯学総合病院 4、
名古屋医療センター 5、大阪医療センター 6、広島大学病院 7、九州医療センター 8、エイズ
予防財団 9

吉用　緑 1,9、田村　恵子 2,9、鈴木　智子 3,9、須貝　恵 4,9、辻　典子 5,9、小塚　雅子 6、
井内　亜紀子 7,9、濱本　京子 8,9、山本　政弘 1

九州医療センター 1、北海道大学病院 2、仙台医療センター 3、新潟大学医歯学総合病院 4、石
川県立中央病院 5、名古屋医療センター 6、大阪医療センター 7、広島大学病院 8、エイズ予防
財団 9

518 342
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演
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村上　雄一 1、高田　清式 2、木村　博史 3、井門　敬子 3、若松　綾 4、藤原　光子 4、小野
　惠子 5、安川　正貴 1

愛媛大学大学院医学系研究科生体統御内科学 1、愛媛大学医学部附属病院総合臨床研修セン
ター 2、愛媛大学医学部附属病院薬剤部 3、愛媛大学医学部附属病院看護部 4、愛媛大学医学
部附属病院医療福祉支援センター 5

表　志穂 1、下川　千賀子 1、亀井　勝一郎 1、山田　三枝子 2、辻　典子 2、上田　幹夫 3

石川県立中央病院薬剤部 1、石川県立中央病院HIV 事務室・エイズ予防財団 2、石川県立中央
病院免疫感染症科 3

519 343



一
般
演
題（
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）1日

石崎　芳美、中居　映津子、星河　幸代、関上　里子、内海　英貴、小川　孔幸、
柳沢　邦雄
群馬大学医学部附属病院

山本　裕子 1、川田　薫 2、廣野　富美子 1、沢田　貴志 1,3、仲尾　唯治 4

特活）シェア＝国際保健協力市民の会 1、特活）アフリカ日本協議会 2、港町診療所 3、山梨
学院大学 4

520 344
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大田　えりか 1、Wariki　Windy1、堀　成美 2、森　臨太郎 1、渋谷　健司 1

東京大学大学院医学系研究科 1、聖路加看護大学 2

Windy　Wariki1、大田　えりか 1、小柳　愛 1、堀　成美 2、森　臨太郎 1、渋谷　健司 1

東京大学大学院医学系研究科 1、聖路加看護大学 2

521 345
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神戸　敏行、田頭　保彰、中村　朗、柴崎　智代子
総合病院国保旭中央病院内科

吉澤　繁行 1,2、塩野　徳史 3、新ヶ江　章友 3、金子　典代 3、コーナ　ジェーン 3、市川　誠
一 3、石田　敏彦 2、藤浦　裕二 2、真野　新也 4、内海　眞 2,5

名古屋市立大学大学院看護学研究科 1、ANGEL LIFE NAGOYA2、名古屋市立大学看護学部 3、
LIFE 東海 4、独立行政法人国立病院機構東名古屋病院 5

522 346
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演
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ポ
ス
タ
ー
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中村　久美子 1、木村　博和 2、荒木　順子 3、柴田　恵 3、塩野　徳史 1、市川　誠一 1

名古屋市立大学看護学部 1、横浜市健康福祉局 2、非営利団体 akta3

金子　典代 1、岩橋　恒太 2,3,4、塩野　徳史 1、Koerner　Jane1、生島　嗣 2、荒木　順子 5、
市川　誠一 1

名古屋市立大学看護学部 1、特定非営利活動法人ぷれいす東京 2、慶応義塾大学院社会学研究
科 3、公益財団法人エイズ予防財団 4、非営利団体 akta5、旧 RainbowRing6

523 347
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演
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荒木　順子 1、岩橋　恒太 3,4、張　由紀夫 5、砂川　秀樹 6、柴田　惠 1、高野　操 2,7、
星野　慎二 8、塩野　徳史 3、生島　嗣 6、市川　誠一 3

akta1、公益財団法人 エイズ予防財団 2、名古屋市立大学看護学部 3、慶応義塾大学院社会学研
究科 4、旧 Rainbow Ring5、ぷれいす東京 6、国立国際医療研究センターエイズ治療・開発セ
ンター 7、横浜 Cruise ネットワーク 8

新山　賢 1,2、大山　治彦 1,2,3、前田　博史 1,2、西之谷　幹 1、木城　香代 2,4

ＨａａＴえひめ 1、松山ＨＩＶ／ＡＩＤ S予防啓発コミュニティ協議会 2、四国学院大学社会福
祉学部 3、四国エイズプロジェクト 4

524 348
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ポ
ス
タ
ー
）1日

杉本　厚子、金谷　恵美子、中居　映津子、西山　歩美、早川　さゆり、小出　光子、北島
　美加、林　俊誠、小林　宣彦、小川　孔幸、内海　英貴、野島　美久
群馬大学医学部附属病院

塚本　琢也 1、佐藤　麻希 2、阿部　憲介 2、鈴木　智子 1、武藤　愛 2、伊藤　ひとみ 2、佐藤
　功 3、山本　善彦 2、伊藤　俊広 2

公益財団法人エイズ予防財団 1、独立行政法人国立病院機構仙台医療センター 2、医療法人医
徳会真壁病院 3

525 349




